
２．１％、堀之内２式で０．８％の順となる。
　主な土器を第７９０図１～６・第７９１図７～２２・第７９２図２３～４４に示した。１～２４・３３は条痕文系深鉢
形土器の口縁部、２５～３２は胴部、３４は底部の破片である。このうち１５・１６・３２には外面の一部に縄文
の施文がみられる。３３は口唇部に波状の隆帯が施されるもので、早期末に位置づけられるものとみら
れる。３５・３６は称名寺式、３７～４４は堀之内２式のものとみられる。
　礫類は３６点・５，８９１ｇ出土している。このうち、６７．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は６点出
土している。
Ｄ８区
　１３３，０８７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、条痕文系（早
期末）、早期（東海系）、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、堀之内１・２式、加曽利Ｂ式、
曽谷式、安行３ａ式で、このうち最も多いのが条痕文で９４．９％、次が条痕・縄文で３．４％、堀之内１
式で０．２％の順となる。
　主な土器を第７９３図１～２１・第７９４図２２～３６・第７９５図３７～５６・第７９６図５７～７４・第７９７図７５～９３・第
７９８図９４～１１０・第７９９図１１１～１３０・第８００図１３１～１４９・第８０１図１５０～１６９・第８０２図１７０～１８６・第８０３図
１８７～２０２・第８０４図２０３～２１５・第８０５図２１６～２４３に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。２～１０６・２２５～２２８は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１０７～２１０は胴部、２１１～２２４は底部の破片で
ある。このうち２２５～２２８は口唇部や口縁部の隆帯上にフネガイ科貝類腹縁圧痕文を有するもので、早
期末に属すものとみられる。２２９・２３０は横位の波状隆帯をもち胎土の砂礫を多く含む特徴的な土器
で、早期（東海系）のものとみられる。上ノ山式であろう。２３９・２４０は横位の波状隆帯を施すもの
で、いずれも胎土に小礫を含む特徴がある。東海系のものとみられる。２３１は羽状縄文系・関山式深
鉢形土器の胴部破片、２３２～２３４は諸磯式深鉢形土器の口縁部および胴部破片、２３５は称名寺式深鉢形
土器の胴部破片、２３６～２４０は堀之内１式深鉢形土器の口縁部および胴部破片、２４１は堀之内２式深鉢
形土器の把手部の破片である。２４２は加曽利Ｂ式深鉢形土器の胴部破片とみられる。
　礫類は２９０点・２６，０５８ｇ出土している。このうち、７７．２％に被熱のあとがみられる。礫石器は１４点
出土している。
Ｄ１０区
　６，９４６ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、羽状縄文系・花積下層式、羽状縄文系・
関山式、浮島・興津式、諸磯式、堀之内１式、加曽利Ｂ式、曽谷式、安行３ａ式で、このうち最も多
いのが羽状縄文系・関山式で９２．５％、次が撚糸文系で２．３％、諸磯式で１％の順となる。
　主な土器を第８０６図１～３７に示した。１・２は撚糸文系深鉢形土器の胴部、３～９は条痕文系深鉢
形土器の口縁部および胴部破片である。１０は羽状縄文系・花積下層式深鉢形土器の胴部で、ハイガイ
殻表圧痕による擬縄文が施される。１１～３３は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、胴部および底
部破片である。円形貼付文・梯子状文・コンパス文・ループ文・付加条文などがみられる。３０～３３の
底部はいずれも上げ底である。３４・３５は諸磯式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
　礫類は２６点・３,６７７ｇ出土している。このうち、８１．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点出
土している。
Ｅ８区
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　８，９１３ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、条痕・縄文、条痕文系（早期末）、羽状縄
文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、堀之内１式、加曽利Ｂ式、曽谷式で、このうち最も多いのが
条痕文系で９３．１％、次が条痕文系（早期末）で２．９％、条痕・縄文で１．１％の順となる。
　主な土器を第８０７図１～１２に示した。１～７は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。このうち３～７は早期末に属すものとみられ、口唇部に波状隆帯や胴部にハイガイ等による腹縁
圧痕文が施される。８・９は横位の波状隆帯をもつもので、胎土に小礫を含むことを特徴とする。早
期（東海系）のものとみられる。１０・１１は浮島式とみられ、波状貝殻文をもつものである。
　礫類は７４点・５，６６２ｇ出土している。このうち、８１．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は４点出
土している。
Ｆ１３区
　２，２２９ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、羽状縄文系・関山式で、このうち最も多
いのが羽状縄文系・関山式で９１．７％、次が条痕文系で７．５％の順となる。
　主な土器を第８０８図１～６に示した。いずれも羽状縄文系・関山式の口縁部および胴部破片である。
円形貼付文・ループ文・コンパス文などがみられる。
　礫類は２点・９０ｇ出土し、すべてに被熱のあとがみられる。
Ｇ８区
　１１，１２６ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、堀之内
１式、加曽利Ｂ式、曽谷式で、このうち最も多いのが条痕文系で９７．４％、次が撚糸文系で１．１％、羽
状縄文系・関山式で０．５％の順となる。
　主な土器を第８０９図１～１１に示した。１～９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、胴部および底部破片
である。１０・１１は加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は９７点・１００，０１５ｇ出土している。このうち、７８．３％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点
出土している。
Ｇ８・Ｇ９区
　１４，９２３ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文で、このうち最も
多いのが条痕文系で９４．９％、次が撚糸文系で３．７％、条痕・縄文で０．１％の順となる。
　主な土器を第８１０図１～１３・第８１１図１４～１８に示した。１～６は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。７～１８は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
　礫類は出土していない。
Ｇ９区
　４２，７９１ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関
山式、加曽利Ｂ式、曽谷式、安行式で、このうち最も多いのが条痕文系で９６．９％、次が条痕・縄文で
１．２％、撚糸文系で１％の順となる。
　主な土器を第８１２図１～１７・第８１３図１８～３４・第８１４図３５～４５に示した。１～６は撚糸文系深鉢形土
器の口縁部および胴部破片である。７～２６は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２７～４０は胴部、４１は底部
の破片である。このうち１６・１７には外面の一部や口唇部に縄文が施される。４２は加曽利Ｂ式、４５は曽
谷式、４３・４４は安行式深鉢形土器の口縁部および胴部破片とみられる。
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　礫類は１９２点・２７，７３３ｇ出土している。このうち、８４．６％に被熱のあとがみられる。礫石器は１２点
出土している。
Ｇ１０区
　１，１８８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関
山式で、このうち最も多いのが条痕文系で８５．６％、次が撚糸文系で１１．２％、羽状縄文系・関山式で
２．５％の順となる。
　主な土器を第８１５図１・２に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。２は条痕文系深
鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は４５点・２，７８０ｇ出土している。このうち、９５．７％に被熱のあとがみられる。
Ｇ１０・Ｈ１０区
　土器の出土はなかった。礫類は２１５点・１４，９２９ｇ出土している。このうち、９０．９％に被熱のあとが
みられる。礫石器は３点出土している。
Ｇ１１区
　２，０４６ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・
興津式で、このうち最も多いのが条痕文系で９２．５％、次が羽状縄文系・関山式で５．６％、浮島・興津
式で１．１％の順となる。
　主な土器を第８１５図３～６に示した。３は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。４は条痕文系深
鉢形土器の口縁部破片である。５は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部破片である。円形貼付文・
梯子状文がみられる。６は沈線区画内に貝殻文を充填する深鉢形土器の胴部破片で、興津式のものと
みられる。
　礫類は４１点・３，５２０ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。
Ｇ１１・Ｈ１１区
　２，３８９ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関
山式、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが条痕文系で８７．７％、次が羽状縄文系・関山式で７．７％、
撚糸文系で０．８％の順となる。
　主な土器を第８１５図７～９に示した。７・８は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および底部
の破片である。８は底面にも縄文が施される。９は加曽利Ｂ式の波状口縁となる鉢形土器の口縁部破
片である。
　礫類は７点・１，３４１ｇ出土している。このうち、２６．１％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点出
土している。
Ｇ１２区
　１７，１６３ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮
島・興津式、称名寺式、堀之内１式、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で
５８．９％、次が条痕文系で３６．７％、浮島・興津式で０．９％の順となる。
　主な土器を第８１６図１～３６・第８１７図３７～５８に示した。１～４は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。５～１１は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１２～２５は羽状縄文
系・関山式深鉢形土器の口縁部、２６～４２は胴部、４３～４８は底部の破片である。円形貼付文・ループ文・
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コンパス文・付加条文・鋸歯状文・丸組紐などがみられる。４９～５１は浮島式とみられ、波状貝殻文・
爪形文・櫛歯文などがみられる。５２～５４は称名寺式深鉢形土器の胴部である。５５～５８は加曽利Ｂ式粗
製深鉢形土器の口縁部および胴部破片で、５５・５６は紐線文が施される。
　礫類は７６点・８，７０６ｇ出土している。このうち、８４．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は７点出
土している。
Ｇ１３区
　１８，２２６ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、称名寺
式、堀之内１式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で８４．５％、次が条痕文系で１３．６％、称
名寺式で０．８％の順となる。
　主な土器を第８１８図１～８・第８１９図９～４２・第８２０図４３～６５に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の
胴部破片である。２は条痕文系深鉢形土器の胴部、３は底部の破片である。４～３３は羽状縄文系・関
山式深鉢形土器の口縁部、３４～６０は胴部、６１～６４は底部の破片である。円形貼付文・ループ文・コン
パス文・付加条文・鋸歯状文・丸組紐などがみられる。３１は片口をもつ土器である。６５は称名寺式深
鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は１１０点・１８，１４７ｇ出土している。このうち、６９．１％に被熱のあとがみられる。礫石器は８点
出土している。
Ｇ１４区
　１，２３４ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、羽状縄文系・関山式で、このうち最も多
いのが羽状縄文系・関山式で８４．７％、次が条痕文系で１５．３％の順となる。
　主な土器を第８２１図１～４に示した。１～３は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部
の破片である。４は紐線文をもつ加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は４８点・２，４２３ｇ出土している。このうち、９１．６％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｇ１５区
　３８０ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式で、このう
ち最も多いのが羽状縄文系・関山式で７１．１％、次が条痕文系で２５．３％、撚糸文系で３．７％の順となる。
　主な土器を第８２１図５・６に示した。５は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。６は羽状縄文系・
関山式深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は１２１点・６，９６５ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。
Ｇ１６区
　２，３６９ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、加曽利
Ｂ式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で６６．４％、次が条痕文系で３１．８％、加曽利Ｂ式で
１％の順となる。
　主な土器を第８２２図１～１２に示した。１～１１は　羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴
部の破片である。１２は加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は６点・２６０ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。
Ｇ１７区
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　１７０ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系で４８．２％となる。図示できる土器はなかった。
　礫類は２８点・２,６２０ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。
Ｇ１８区
　土器の出土はなかった。礫類は１４点・１，９６７ｇ出土している。このうち、９１．５％に被熱のあとがみ
られる。礫石器は１点出土している。
Ｇ１９区
　３９１ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、羽状縄文系・関山式、曽谷式で、このうち
最も多いのが羽状縄文系・関山式で７５．４％、次が条痕文系で２１．２％、曽谷式で１％の順となる。図示
できる土器はなかった。
　礫類は２５５点・１１，３００ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。
Ｈ２区
　９ｇの土器が出土している。条痕文系であるが、図示できる土器ではなかった。
　礫類の出土はなかった。
Ｈ６区
　１，４６８ｇの土器が出土している。すべて条痕文系である。図示できる土器はなかった。
　礫類は３４８点・１４，３７７ｇ出土している。このうち、５６．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点
出土している。
Ｈ７区
　４，５４８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式で、この
うち最も多いのが条痕文系で９８．９％、次が羽状縄文系・関山式で０．５％、撚糸文系で０．３％の順となる。
　主な土器を第８２３図１～５に示した。１～３は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。４は堀之内１式の口縁部、５は加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は１，３４３点・７３，６７１ｇ出土している。このうち、６８．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は９
点出土している。
Ｈ８区
　８４，６０７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、早期（東海系）、
羽状縄文系・花積下層式、羽状縄文系・関山式、称名寺式、堀之内１式、加曽利Ｂ式、曽谷式、安行
式で、このうち最も多いのが条痕文系で９５．８％、次が撚糸文系で１．８％、羽状縄文系・関山式で１．１％
の順となる。
　主な土器を第８２４図１～１２・第８２５図１３～３０・第８２６図３１～４５に示した。１～１２は撚糸文系深鉢形土
器の口縁部および胴部・底部破片である。１３～２４は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２６・２７は胴部、２８
～３０は底部の破片である。２５は斜位のキザミを横位に配列する文様がみられ、また口唇部には楕円刺
突がめぐる。早期（東海系）のものとみられる。粕畑式であろう。３１は羽状縄文系・花積下層式深鉢
形土器の口縁部破片である。３２・３３は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部破片である。３４・３５は
称名寺式深鉢形土器の口縁部破片である。３６は堀之内１式深鉢形土器の胴部破片である。３７～４０は加
曽利Ｂ式、４１～４４は曽谷式、４５は安行式のものとみられる。
　礫類は４，１９５点・２０６，５７４ｇ出土している。このうち、８４％に被熱のあとがみられる。礫石器は６５点
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出土している。
Ｈ９区
　８４，５２７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、沈線文系、条痕文系、条痕・縄文、条痕
文系（早期末）、早期（東海系）、羽状縄文系・花積下層式、羽状縄文系・関山式、諸磯式、称名寺
式、堀之内１式、堀之内２式、加曽利Ｂ式、曽谷式、安行式で、このうち最も多いのが条痕文系で
９２．１％、次が撚糸文系で３．１％、堀之内１式で１．９％の順となる。
　主な土器を第８２７図１～２５・第８２８図２６～４２・第８２９図４３～５７・第８３０図５８～８５に示した。１～２０は撚
糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。２１は沈線文系深鉢形土器の口縁部破片である。２２
～４２・５９～６３は条痕文系深鉢形土器の口縁部、４３～５５は胴部、５６～５８は底部破片である。このうち、
３８・４０～４２には外面の一部に縄文が施される。５９～６３は口縁部や口唇部に絡条体圧痕文やフネガイ科
貝類の腹縁圧痕文が施されるもので、早期末のものとみられる。６４～６７は斜位の楕円刺突文を横位に
並べる文様をもち、胎土中に小礫を多く含む特徴がある。早期（東海系）のものとみられる。粕畑式
であろう。６８～７５は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部の破片である。７６・７７は諸磯
式深鉢形土器の胴部破片である。７８は称名寺式、７９は堀之内１式、８０～８２は加曽利Ｂ式、８３・８４は曽
谷式、８５は安行式のものとみられる。
　礫類は４，３４４点・２２３，８９０ｇ出土している。このうち、９０％に被熱のあとがみられる。礫石器は６２点
出土している。
Ｈ１０区
　５４，６２３ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、条痕文系（早期
末）、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、堀之内１式、堀之内２式、加曽利Ｂ式、曽谷式
で、このうち最も多いのが条痕文系で９２．５％、次が羽状縄文系・関山式で４．２％、撚糸文系で１．２％の
順となる。
　主な土器を第８３１図１～１９・第８３２図２０～２９に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。
２～１５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１６・１７は胴部、１８・１９は底部の破片である。このうち１５は口
縁部および口唇部に絡条体の圧痕が施される。早期末のものとみられる。２０～２８は羽状縄文系・関山
式深鉢形土器の口縁部および胴部の破片である。２９は曽谷式とみられる。
　礫類は６９３点・５４，５３６ｇ出土している。このうち、８３．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は３０点
出土している。
Ｈ１１区
　３６，１７３ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・
興津式、諸磯式、加曽利Ｂ式、曽谷式で、このうち最も多いのが撚糸文系で９４．６％、次が羽状縄文
系・関山式で２．９％、撚糸文系で１．１％の順となる。
　主な土器を第８３３図１～１７・第８３４図１８～３１に示した。１～５は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。６～１２は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１３～１７は胴部、１８～２３は底部の破片であ
る。２４・２５は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部の破片である。２６・２７は浮島式深鉢
形土器の口縁部破片である。２８は諸磯式深鉢形土器の胴部破片である。２９・３０は紐線文をもつ加曽利
Ｂ式深鉢形粗製土器の口縁部および胴部破片である。３１は曽谷式とみられる。

－1065－



1 2

3

4

5

6
7

8

9 10
11

12

1

2
3

4
5

1

2

3

4
5

6 7

8
9 10 11

12

第８２４図　セ２８・Ｈ８区包含層出土遺物実測図⑴

第８２２図　セ２８・Ｇ１６区包含層出土遺物実測図

第８２３図　セ２８・Ｈ７区包含層出土遺物実測図

－1066－



13

14

15

16

17

18

19
20

21

22

23
24

25

26

27

28

29

30

第８２５図　セ２８・Ｈ８区包含層出土遺物実測図⑵

－1067－



31
32

33 34

35
36

37

38 39

40 41 42

43

44

1 2 3
4

5

6 7
8

9

10 11

12
13 14

15 16

17 18

19 20 21

22

23

24

25

45

第８２７図　セ２８・Ｈ９区包含層出土遺物実測図⑴

第８２６図　セ２８・Ｈ８区包含層出土遺物実測図⑶

－1068－



26

27

28

29 30

31

32

33

34

35
36

37
38

39

40

41

42

第８２８図　セ２８・Ｈ９区包含層出土遺物実測図⑵

－1069－



43 44

45 46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

第８２９図　セ２８・Ｈ９区包含層出土遺物実測図⑶

－1070－



58

59

60

61

62 63

64

65
66

67 68

69

70 71 72
73

74

75

76
77

78
79

80

81

82

83 84 85

第８３０図　セ２８・Ｈ９区包含層出土遺物実測図⑷

－1071－



　礫類は６４８点・５２，３２４ｇ出土している。このうち、８６．１％に被熱のあとがみられる。礫石器は２１点
出土している。
Ｈ１２区
　３０，２０１ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・
興津式、前期末～中期初頭、称名寺式、堀之内１式、加曽利Ｂ式、安行式で、このうち最も多いのが
条痕文系で８６．１％、次が羽状縄文系・関山式で８．８％、称名寺式で０．３％の順となる。
　主な土器を第８３５図１～２１に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。２～８は条痕
文系深鉢形土器の口縁部破片である。９～１７は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部の
破片である。１８～２０は口縁部に２～３段の縄の側面圧痕をもつ土器で、前期末から中期初頭のものと
みられる。２１は安行式深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は１，６７７点・７１，９１４ｇ出土している。このうち、９５．７％に被熱のあとがみられる。礫石器は６
点出土している。
Ｈ１３区
　４９，１１８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、条痕・縄
文、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、十三菩提式、前期末～中期初頭、称名
寺式、堀之内１式、加曽利Ｂ式、安行式で、このうち最も多いのが条痕文系で７０．７％、次が羽状縄文
系・関山式で２０．７％、加曽利Ｂ式で１．５％の順となる。加曽利Ｂ式が比較的多いのがこの区の特徴で
ある。
　主な土器を第８３６図１～７・第８３７図８～２４・第８３８図２５～５７・第８３９図５８～７５に示した。１～４は無
文深鉢形土器の口縁部および胴部である。胎土中砂礫が器面調整時に移動したことによる擦痕がみら
れる。５～２１は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２２～２５は胴部の破片である。２６～３５は羽状縄文系・関
山式深鉢形土器の口縁部、３６～４５は胴部、４６～４９は底部の破片である。このうち３５は、推定口径１８６
㎜・現存器高６６㎜を測る平縁の深鉢形土器である。全面にループ文が施される。５０は浮島式、５１・５２
は諸磯式、５３・５４は十三菩提式とみられる。５５～５７は口縁部に２～３段の縄の側面圧痕をもつ土器
で、前期末から中期初頭のものとみられる。５８～７３は加曽利Ｂ式、７４・７５は安行式とみられる。
　礫類は１，４４８点・７２，７８０ｇ出土している。このうち、９３．１％に被熱のあとがみられる。礫石器は１６
点出土している。
Ｈ１４区
　１６，５１５ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、条痕文系
（早期末）、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、前期末～中期初頭、堀之内
１式、加曽利Ｂ式、安行式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で６３％、次が条痕文系で
２０．１％、撚糸文系で１．７％の順となる。
　主な土器を第８４０図１～２５・第８４１図２６～４９に示した。１～３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。４は無文深鉢形土器の胴部である。胎土中砂礫が器面調整時に移動したことによる
擦痕がみられる。５・６は条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。このうち６には口唇部および口
縁部にフネガイ科貝類腹縁圧痕がみられ、また焼成前穿孔が二箇所ある。早期末のものとみられる。
７～２５は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、２６～３４は胴部、３５は底部の破片である。円形貼付
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文・コンパス文・ループ文・梯子状文・平行線文・付加条文などがみられる。３６～３８は浮島式、３９～
４５は諸磯式、４６は堀之内１式、４７・４８は加曽利Ｂ式、４９は安行式とみられる。
　礫類は４７９点・２６，６５２ｇ出土している。このうち、９１．２％に被熱のあとがみられる。礫石器は８点
出土している。
Ｈ１５区
　７，３４２ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・
興津式、諸磯式、前期後葉、前期末～中期初頭、称名寺式、堀之内１式、加曽利Ｂ式、安行式で、こ
のうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で４５．９％、次が条痕文系で２２．８％、浮島・興津式で５．１％の
順となる。
　主な土器を第８４２図１～１３・第８４３図１４～３５に示した。１・２は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。３～１４は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部・底部破片である。１５
～２４は浮島式、２５は諸磯式のものとみられる。３３は横位の縄の側面圧痕をもつもので、前期末から中
期初頭のものとみられる。３４は堀之内１式深鉢形土器の口縁部破片、３５は安行式の粗製深鉢形土器の
口縁部破片である。
　礫類は８８０点・４９，３７８ｇ出土している。このうち、９８．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点
出土している。
Ｈ１６区
　２，０４１ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄文
系・関山式、浮島・興津式で、このうち最も多いのが条痕文系で６０．９％、次が羽状縄文系・関山式で
２１．５％、撚糸文系（無文）で５％の順となる。
　主な土器を第８４４図１～６に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。２は無文深鉢
形土器の胴部である。胎土中砂礫が器面調整時に移動したことによる擦痕がみられる。３は羽状縄文
系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。４～６は浮島式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
　礫類は２９２点・１２，８１８ｇ出土している。このうち、９１．９％に被熱のあとがみられる。礫石器は４点
出土している。
Ｈ１７区
　４，６５１ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、条痕文（早
期末）、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、加曽利Ｂ式、曽谷式で、このうち
最も多いのが羽状縄文系・関山式で５３．１％、次が条痕文系で２１．３％、撚糸文系（無文）で４．８％の順
となる。
　主な土器を第８４４図７～２３に示した。７・８は無文深鉢形土器の胴部である。胎土中砂礫が器面調
整時に移動したことによる擦痕がみられる。９・１０は条痕文系深鉢形土器の胴部破片で、隆帯上に絡
条体圧痕が施される。早期末のものとみられる。１１～１４は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片である。１５～１７は諸磯式、１８～２０は櫛歯文や平行線文をもつもので前期後葉のものとみ
られる。２１・２２は紐線文をもつ加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の口縁部、２３は曽谷式の底面が方形となる
土器の底部である。
　礫類は１２５点・８，３００ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。
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Ｈ１８区
　５７９ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・興
津式、前期後葉で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で３０．２％、次が条痕文系で１７．３％、浮
島・興津式で１０．４％の順となる。
　主な土器を第８４４図２４～２６に示した。２４・２５は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、２６は浮島
式深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は６９点・４０，００５ｇ出土している。このうち、ほぼすべてに被熱のあとがみられる。礫石器は１
点出土している。
Ｈ１９区
　土器の出土はなかった。礫類は２２７点・１２，２７０ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとが
みられる。
Ｉ５区
　１２ｇの土器が出土している。うちわけは、不明のもののみである。図示できる土器はなかった。
　礫類は１３点・４８７ｇ出土している。このうち、９６．５％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出土
している。
Ｉ６区
　３１，１２６ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・早期
（東海系）・称名寺式・加曽利Ｂ式・安行式（晩期）・前浦式で、このうち最も多いのが条痕文系で
９６．７％、次が安行式（晩期）で０．７％、撚糸文系で０．６％の順となる。
　主な土器を第８４５図１～１８・第８４６図１９～２３に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。
　２は無文深鉢形土器の尖底の底部破片である。胎土中砂礫が器面調整時に移動したことによる擦痕
がみられる。３～１８・２０は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部・底部破片である。２０は絡条帯圧
痕が施されており、早期末のものとみられる。１９は斜位の刺突文が横位２段、内面にも１段施される
もので、早期（東海系）のものとみられる。粕畑式であろう。２１は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の
口縁部で片口部分の破片である。２２は安行式の枠状文をもつ粗製深鉢形土器の口縁部破片、２３は前浦
式鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は１，４２８点・１０６，４３２ｇ出土している。このうち、６７．７％に被熱のあとがみられる。礫石器は２３
点出土している。
Ｉ７区
　１２，５７８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関
山式、浮島・興津式、諸磯式、加曽利Ｅ式、堀之内１式、加曽利Ｂ式、安行式、安行式（晩期）で、
このうち最も多いのが条痕文系で９１．７％、次が羽状縄文系・関山式で３．６％、撚糸文系で１．２％の順と
なる。
　主な土器を第８４７図１～４に示した。１～３は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。２には焼成前の穿孔２箇所がみられ、３の外面には縄文が施される。４は加曽利Ｅ式深鉢形土器
の胴部破片である。
　礫類は３，７７８点・１６９，５７１ｇ出土している。このうち、８４．７％に被熱のあとがみられる。礫石器は１８
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点出土している。
Ｉ８区
　１９，３０３ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、条痕文系（早期
末）、羽状縄文系・関山式、称名寺式、堀之内１式、加曽利Ｂ式、安行式、安行式（晩期）で、この
うち最も多いのが条痕文系で８６．９％、次が羽状縄文系・関山式で５％、撚糸文系で２．３％の順となる。
　主な土器を第８４７図５～１０に示した。５・６は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
７・８は条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。９は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片で
ある。１０は安行式の枠状文をもつ粗製深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は１，４６４点・１００，３６６ｇ出土している。このうち、８６．１％に被熱のあとがみられる。礫石器は２６
点出土している。
Ｉ９区
　２９，４７７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、条痕文系（早期
末）、羽状縄文系・関山式、諸磯式、前期後葉、前期末～中期初頭、称名寺式、堀之内１式、加曽利
Ｂ式、曽谷式、安行式（晩期）で、このうち最も多いのが条痕文系で９１．５％、次が羽状縄文系・関山
式で２．５％、撚糸文系で１．８％の順となる。
　主な土器を第８４８図１～９・第８４９図１０～２２に示した。１～３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。４～１３は条痕文系深鉢形土器の口縁部および底部の破片である。このうち１３はフネ
ガイ科貝類の腹縁圧痕文が口縁部および口唇部に施されるもので、早期末のものとみられる。１４・１５
は諸磯式、１８～２１は曽谷式、２２は安行式の枠状文をもつ粗製深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は２，６１４点・１３８，６７０ｇ出土している。このうち、９２．９％に被熱のあとがみられる。礫石器は２２
点出土している。
Ｉ１０区
　８５，７７９ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、条痕文系（早期
末）、早期（東海系）、羽状縄文系・花積下層式、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、前期
後葉、称名寺式、堀之内１式、堀之内２式、加曽利Ｂ式、曽谷式で、このうち最も多いのが条痕文系
で９４．６％、次が撚糸文系で１．１％、羽状縄文系・関山式で１．１％の順となる。
　主な土器を第８５０図１～２１・第８５１図２２～３６・第８５２図３７～６５に示した。１～７は撚糸文系深鉢形土
器の口縁部、８～１２は胴部の破片である。１３～２１・３９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２２～３２は胴
部、３３～３８は底部の破片である。このうち３９は、横位・縦位の隆帯上および口唇部に綾杉状の沈線文
が施されるもので、口縁部は緩い波状をなす。早期末のものとみられる。４０・４１は斜位の楕円刺突文
を並べるもので、４０は波頂部をもつ口縁部破片で内面にも同様の文様をもつ。早期（東海系）のもの
とみられる。粕畑式であろう。４２・４３は、ハイガイ殻表圧痕による擬縄文をもつもので、羽状縄文
系・花積下層式とみられる。４３は上げ底の底部破片で、底面にも同様の施文がある。４４は羽状縄文系・
関山式深鉢形土器の胴部破片である。４５～５０は浮島式、５１～５４は諸磯式、５６・５７は称名寺式、５８～６３
は加曽利Ｂ式、６４は曽谷式とみられる。
　礫類は２，４８８点・１３７，５３１ｇ出土している。このうち、９０．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は４１
点出土している。
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第８４８図　セ２８・Ｉ９区包含層出土遺物実測図⑴

第８４６図　セ２８・Ｉ６区包含層出土遺物実測図⑵

第８４７図　セ２８・Ｉ７、Ｉ８区包含層出土遺物実測図
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Ｉ１１区
　４８，５０７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄文
系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、加曽利Ｅ式、称名寺式、加曽利Ｂ式、曽谷式、安行式で、この
うち最も多いのが条痕文系で９２．７％、次が撚糸文系で１％、羽状縄文系・関山式で０．９％の順となる。
　主な土器を第８５３図１～２１・第８５４図２２～４０に示した。１～５は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。６～１５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１６～１８は胴部、１９・２０は底部の破片であ
る。２１は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。２２～２５は浮島式深鉢形土器の口縁部およ
び胴部破片である。２６～３５は諸磯式、３６・３７は加曽利Ｅ式、３８は紐線文をもつ加曽利Ｂ式粗製深鉢形
土器の口縁部破片、３９・４０は曽谷式とみられる。
　礫類は７６７点・５４，７６３ｇ出土している。このうち、８８．２％に被熱のあとがみられる。礫石器は１８点
出土している。
Ｉ１２区
　７０，２３９ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄文
系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、加曽利Ｅ式、称名寺式、加曽利Ｂ式、曽谷式、安行
式で、このうち最も多いのが条痕文系で９１．９％、次が羽状縄文系・関山式で２．４％、撚糸文系で０．８％
の順となる。
　主な土器を第８５５図１～１４・第８５６図１５～４５に示した。１～３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。４・５は無文深鉢形土器の口縁部の破片である。胎土中砂礫が器面調整時に移動し
たことによる擦痕がみられる。６～１６は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部の破片である。１７～
２２は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。２３～３０は浮島式、３１～３５は興津
式、３６～４０は諸磯式とみられる。４３・４４は紐線文をもつ加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の口縁部破片であ
る。４５は曽谷式とみられる。
　礫類は２，１４５点・１３６，４７０ｇ出土している。このうち、９３．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は３２
点出土している。
Ｉ１３区
　７０，２３９ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、条痕・縄
文、条痕文系（早期末）、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、中期初頭、称名寺式、加曽
利Ｂ式、曽谷式、安行式、安行式（晩期）で、このうち最も多いのが条痕文系で８４．７％、次が羽状縄
文系・関山式で９．３％、撚糸文系で１．７％の順となる。
　主な土器を第８５７図１～１３・第８５８図１４～３３・第８５９図３４～６９に示した。１～９は撚糸文系深鉢形土
器の口縁部および胴部破片である。１０～１５は無文深鉢形土器の口縁部および胴部の破片である。胎土
中砂礫が器面調整時に移動したことによる擦痕がみられる。１６～２９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、
３０～３６は胴部の破片である。このうち２０は、推定口径１０２㎜・現存器高６５㎜を測る小型平縁の土器で
ある。連続刺突による菱形区画文をもち、口唇部前面および屈曲部に刺突文を付す。３７～４９は羽状縄
文系・関山式深鉢形土器の口縁部、５０～６０は胴部の破片である。円形貼付文・ループ文・コンパス文・
梯子状文などがみられる。６１・６２は浮島式、６５・６６は加曽利Ｂ式、６７～６９は安行式のものとみられる。
　礫類は６５１点・５１，４１９ｇ出土している。このうち、９２．７％に被熱のあとがみられる。礫石器は１０点
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出土している。
Ｉ１４区
　３３，７４０ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、条痕・縄
文、早期（東海系）、羽状縄文系・関山式、羽状縄文系・黒浜式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、
堀之内２式、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが条痕文系で５０．４％、次が羽状縄文系・関山式で
２７％、撚糸文系で３．６％の順となる。
　主な土器を第８６０図１～３９・第８６１図４０～５９に示した。１～５は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、６～
９は胴部、１０は底部の破片である。１１～１４は無文深鉢形土器の口縁部および胴部破片で、胎土中砂礫
が器面調整時に移動したことによる擦痕がみられる。１５・１６は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１８・１９
は胴部、２０は底部の破片である。１７は浅いキザミが口唇部と口縁部に連続して横位に施されるもの
で、胎土中に小礫を顕著に含む特徴をもつ。早期（東海系）のものとみられる。粕畑式であろう。２１
～３８は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、３９～４１は胴部、４２は底部の破片である。４３は羽状縄
文系・黒浜式深鉢形土器の口縁部である。４４～５１は浮島式、５２・５３は諸磯式、５６～５９は加曽利Ｂ式粗
製深鉢形土器の口縁部および胴部の破片である。
　礫類は１，１１０点・６１，５９８ｇ出土している。このうち、９５．２％に被熱のあとがみられる。礫石器は１１
点出土している。
Ｉ１５区
　９，７８９ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、沈線文系、条痕文系、
羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、十三菩提式、前期末～中期初頭で、このう
ち最も多いのが羽状縄文系・関山式で５０．８％、次が条痕文系で８．９％、浮島・興津式で７．５％の順となる。
　主な土器を第８６２図１～３１・第８６３図３２～５２に示した。１・２は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。３は無文深鉢形土器の底部破片で、胎土中砂礫が器面調整時に移動したことによる
擦痕がみられる。４～１１は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１２～２９は
浮島式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。３０・３１は興津式、３２～４４は諸磯式、４５は十三菩提
式とみられる。
　礫類は８５４点・３２，６８９ｇ出土している。このうち、９４．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は５点
出土している。
Ｊ６区
　２，０７２ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、条痕・縄文で、それぞれ９２．７％、２．８％と
なる。図示できる土器はなかった。
　礫類は４４２点・２２，８３３ｇ出土している。このうち、６４．３％に被熱のあとがみられる。礫石器は５点
出土している。
Ｊ７区
　１，８５１ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・
興津式、諸磯式、称名寺式で、このうち最も多いのが条痕文系で８３．３％、次が羽状縄文系・関山式で
１０．４％、称名寺式で１．６％の順となる。
　主な土器を第８６４図１に示した。称名寺式深鉢形土器の胴部破片である。
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　礫類は１４４点・６，５７７ｇ出土している。このうち、９４．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｊ８区
　１０，５３２ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、加曽利
Ｂ式で、このうち最も多いのが条痕文系で８５．５％、次が羽状縄文系・関山式で１０．４％、撚糸文系で
２．３％の順となる。
　主な土器を第８６４図２～９に示した。２・３は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。４は条痕文
系深鉢形土器の口縁部、５は胴部、６は底部の破片である。７～９は加曽利Ｂ式とみられる。
　礫類は１，４５９点・６８，７７１ｇ出土している。このうち、８８．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は１４
点出土している。
Ｊ９区
　４９，３１９ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、早期（東海系）、
羽状縄文系・関山式、前期後葉、称名寺式、加曽利Ｂ式、曽谷式、晩期のもので、このうち最も多い
のが条痕文系で９３．９％、次が撚糸文系で２．３％、羽状縄文系・関山式で１．６％の順となる。
　主な土器を第８６５図１～７・第８６６図８～３２に示した。１～４は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。５は無文深鉢形土器の胴部破片で、胎土中砂礫が器面調整時に移動したことによる
擦痕がみられる。６～１９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２０・２１は胴部の破片である。２２・２３は、胎
土中に金雲母が顕著にみられる土器で、横位・斜位の刺突文や縦位のコンパス状の文様などがみられ
る。早期（東海系）のものとみられる。２４は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、２６は紐線文を
もつ加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の口縁部、２７～３０は曽谷式、３１・３２は晩期の所産とみられる。
　礫類は１，１４５点・７０，１０５ｇ出土している。このうち、８７．７％に被熱のあとがみられる。礫石器は２９
点出土している。
Ｊ１０区
　４２，８６１ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、早期（東海系）、羽状縄文系・
花積下層式、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、前期前葉、称名寺式、堀之内１式、堀之
内２式、加曽利Ｂ式、曽谷式で、このうち最も多いのが条痕文系で９０．５％、次が羽状縄文系・関山式
で３．９％、撚糸文系で１．５％の順となる。
　主な土器を第８６７図１～３７・第８６８図３８～４３に示した。１～３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。４～１８は条痕文系深鉢形土器の口縁部、胴部および底部破片である。１２は尖底、１３
は平底の底部である。１６・１８は、貝殻腹縁圧痕文や絡条体圧痕文が施されるもので、早期末のものと
みられる。１９は横位の連続する刺突文が施され、胎土中に小礫を顕著に含む土器の胴部破片である。
早期（東海系）のものとみられる。粕畑式であろう。２０は羽状縄文系・花積下層式、２１・２２は関山式、
２３は浮島式、２４は興津式、２５～２８は諸磯式、３０～３２は堀之内１・２式、３３～４３は加曽利Ｂ式および曽
谷式のものとみられる。
　礫類は３，６８９点・１７５，７４１ｇ出土している。このうち、９４．２％に被熱のあとがみられる。礫石器は３５
点出土している。
Ｊ１１区
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　２８，３３５ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・
興津式、諸磯式、前期後葉、加曽利Ｅ式、称名寺式、加曽利Ｂ式、曽谷式、安行式で、このうち最も
多いのが条痕文系で８７％、次が羽状縄文系・関山式で２．６％、諸磯式で１．３％の順となる。
　主な土器を第８６９図１～１５・第８７０図１６～４９に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片であ
る。２～１６は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１７・１８は羽状縄文系・関山式深鉢
形土器の口縁部破片である。１９～２５は浮島式、２６～３０は興津式、３１～３９は諸磯式のものとみられる。
４２は加曽利Ｅ式、４３は称名寺式、４４は加曽利Ｂ式、４５～４７は曽谷式、４８・４９は安行式深鉢形土器の口
縁部および胴部破片である。
　礫類は３０７点・２８，５８３ｇ出土している。このうち、７６％に被熱のあとがみられる。礫石器は１９点出
土している。
Ｊ１２区
　２５，５８４ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・
興津式、諸磯式、前期末～中期初頭、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが条痕文系で９１．６％、次が
羽状縄文系・関山式で３．５％、撚糸文系で０．７％の順となる。
　主な土器を第８７１図１～５・第８７２図６～１５に示した。１～３は条痕文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。４・５は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部破片である。６～１０は浮島式、１１
～１３は諸磯式とみられる。１５は加曽利Ｂ式深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は９８８点・５３，２８６ｇ出土している。このうち、９３．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は１６点
出土している。
Ｊ１３区
　１５，１９４ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、押型文、条痕文系、
羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、前期末～中期初頭、称名寺式、加曽利Ｂ式、
前浦式で、このうち最も多いのが条痕文系で８０％、次が撚糸文系で３．７％、羽状縄文系・関山式で
２．４％の順となる。
　主な土器を第８７３図１～２９に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、３は尖底の底部破片であ
る。２は無文深鉢形土器の胴部破片で、胎土中砂礫が器面調整時に移動したことによる擦痕がみられ
る。４・５は山形の押型文土器の胴部破片である。６は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。７・
８は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。９～１７は浮島式、１８は興津式、
１９・２０は諸磯式とみられる。２１～２７は櫛歯状文や平行線文の施される土器で前期後葉のものとみられ
る。２８・２９は格子状文をもつ加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は７５２点・５００，００８ｇ出土している。このうち、９５．５％に被熱のあとがみられる。礫石器は６点
出土している。
Ｊ１４区
　３，８５７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関
山式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、前期末～中期初頭で、このうち最も多いのが条痕文系で
６４．６％、次が羽状縄文系・関山式で１０％、条痕・縄文で８．３％の順となる。
　主な土器を第８７４図１～１２に示した。１～８は浮島式、９・１０は諸磯式とみられる深鉢形土器の口
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第８６７図　セ２８・Ｊ１０区包含層出土遺物実測図⑴
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第８６８図　セ２８・Ｊ１０区包含層出土遺物実測図⑵

－1104－



1

2

3

4 5

16

17 18

19

20
21 22 23

24
25

26 27 28 29
30

31

32 33
34

35 36

37 38
39

40
41

42
43 44

45 46
47

48
49

第８７１図　セ２８・Ｊ１２区包含層出土遺物実測図⑴

第８７０図　セ２８・Ｊ１１区包含層出土遺物実測図⑵
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縁部および胴部破片である。１１・１２は前期末から中期初頭に位置づけられるとみられる土器である。
１１には口縁と平行して３段の縄の側面圧痕がみられる。
　礫類は６５３点・３６，０７７ｇ出土している。このうち、９８．１％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点
出土している。
Ｊ１５区
　４，５７１ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関
山式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、前期末～中期初頭、中期初頭で、このうち最も多いのが条
痕文系で３４．３％、次が羽状縄文系・関山式で１９．１％、浮島・興津式で１３．７％の順となる。
　主な土器を第８７５図１～３１に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。２～６は羽状縄
文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。７～１４は浮島式、１５・１６は興津式、１７～２３
は諸磯式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。２４～２８は歯状文や平行線文の施される土器で前
期後葉のものとみられる。２９・３０は前期末から中期初頭に位置づけられるとみられる土器である。２９
には横位の縄の側面圧痕がみられる。
　礫類は２４４点・１３，７８７ｇ出土している。このうち、９２．７％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点
出土している。
Ｋ６区
　４００ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、曽谷式で、このうち最も多いのが条痕文系
で８８．５％、次が曽谷式で２．８％の順となる。図示できる土器はなかった。
　礫類は２５４点・１５，８４６ｇ出土している。このうち、７５％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｋ７区
　１，０７６ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関山式で、こ
のうち最も多いのが条痕文系で８２．９％、次が羽状縄文系・関山式で７．１％、条痕・縄文で１．８％の順と
なる。
　主な土器を第８７６図１に示した。条痕文系深鉢形土器の波状を呈する口縁部の破片である。
　礫類は３５３点・２０，８８８ｇ出土している。このうち、７４．１％に被熱のあとがみられる。礫石器は７点
出土している。
Ｋ８区
　６，７６６ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・
興津式、諸磯式、称名寺式、堀之内１式、曽谷式で、このうち最も多いのが条痕文系で７６．４％、次が
羽状縄文系・関山式で５．６％、撚糸文系で２．２％の順となる。
　主な土器を第８７６図２～１１に示した。２・３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。４は条痕
文系深鉢形土器の口縁部、５は平底の底部破片である。６は堀之内１式深鉢形土器の胴部、７～１１は
曽谷式土器の口縁部および胴部の破片である。
　礫類は１，８７１点・７８，８３１ｇ出土している。このうち、８８．５％に被熱のあとがみられる。礫石器は８
点出土している。
Ｋ９区
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第８７４図　セ２８・Ｊ１４区包含層出土遺物実測図

第８７２図　セ２８・Ｊ１２区包含層出土遺物実測図⑵

第８７３図　セ２８・Ｊ１３区包含層出土遺物実測図
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　２４，０８５ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・花
積下層式、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、加曽利Ｂ式、曽谷式で、このうち最も多いのが条痕
文系で９３．３％、次が羽状縄文系・関山式で２．５％、撚糸文系で１．７％の順となる。
　主な土器を第８７７図１～１３に示した。１～４は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部の破片であ
る。５・６は条痕文系深鉢形土器の口縁部、７はやや丸底の底部破片である。８・９は羽状縄文系・
花積下層式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１０・１１は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口
縁部および胴部破片である。１２は紐線文をもつ加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の口縁部破片である。１３は
曽谷式深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は２,１１４点・９１,８２０ｇ出土している。このうち、９５．２％に被熱のあとがみられる。礫石器は１２
点出土している。
Ｋ１０区
　２２，０５７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・
関山式、諸磯式、堀之内２式、加曽利Ｂ式、曽谷式、安行式で、このうち最も多いのが条痕文系で
８７．４％、次が羽状縄文系・関山式で６．９％、撚糸文系で２．３％の順となる。
　主な土器を第８７８図１～１２に示した。１～４は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。５は堀之内２式深鉢形土器の把手部分の破片である。６～９は加曽利Ｂ式土器の口縁部および胴
部破片で、７～９は紐線文をもつ粗製深鉢形土器である。１０・１１は曽谷式とみられる。
　礫類は３，７３８点・１９５，８１１ｇ出土している。このうち、９６．９％に被熱のあとがみられる。礫石器は２１
点出土している。
Ｋ１１区
　１，２２２ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、羽状縄文系・関山式、曽谷式で、このう
ち最も多いのが条痕文系で８６％、次が羽状縄文系・関山式で７．６％、曽谷式で２．３％の順となる。
　主な土器を第８７８図１３に示した。加曽利Ｂ式の紐線文をもつ粗製深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は３２点・３，２１３ｇ出土している。このうち、６６．３％に被熱のあとがみられる。礫石器は２点出
土している。
Ｋ１０・Ｋ１１区
　３２１ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが条痕
文系で７６．９％、次が加曽利Ｂ式で８．７％の順となる。加曽利Ｂ式が比較的多いのがこの区の特徴であ
る。
　主な土器を第８７８図１４に示した。加曽利Ｂ式の紐線文をもつ粗製深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は出土していない。
Ｋ１２区
　１，４８９ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸
磯式、前期後葉、前期末～中期初頭で、このうち最も多いのが条痕文系で６８．７％、次が前期後葉で
７％、諸磯式で５％の順となる。
　主な土器を第８７８図１５～２１に示した。１５・１６は浮島式、１７は諸磯式、１８・１９は横位・斜位の平行線
文を施すもので前期後葉、２０・２１は結節文をもつもので前期末から中期初頭のものとみられる。

－1108－



1
2

3 4 5

6 7 8
9

10

11
12

13
14

15 16

17
18 19

20
21 22

23
24

25

26
27

28 29 30 31

1 2

3

4

5

6

7 8
9

10 11

第８７６図　セ２８・Ｋ７、Ｋ８区包含層出土遺物実測図

第８７５図　セ２８・Ｊ１５区包含層出土遺物実測図

－1109－



　礫類は２６０点・１１，３７４ｇ出土している。このうち、９３．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点
出土している。
Ｋ１３区
　６２９ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、浮島・興津式、前期後葉で、このうち最も
多いのが条痕文系で８５．９％、次が浮島・興津式で２．２％、前期後葉で１．１％の順となる。図示できる土
器はなかった。
　礫類は１１２点・３，９１０ｇ出土している。このうち、９７．３％に被熱のあとがみられる。礫石器は出土し
ていない。
Ｋ１４区
　２，４７９ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関山式、曽谷
式で、このうち最も多いのが条痕文系で９４．９％、次が羽状縄文系・関山式で１．８％、条痕・縄文で０．９％
の順となる。
　主な土器を第８７８図２２に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は９７点・７，０４４ｇ出土している。このうち、９７．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は出土し
ていない。
Ｋ１９区
　礫類は２点・１５０ｇ出土している。いずれにも被熱のあとがみられる。礫石器は出土していない。
Ｌ９区
　６，０８３ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、早期末
で、このうち最も多いのが条痕文系で９４％、次が羽状縄文系・関山式で３％、撚糸文系で０．８％の順
となる。
　主な土器を第８７９図１・２に示した。１は条痕文系深鉢形土器の尖底の底部破片である。２は波状
口縁をもつ深鉢形土器の口縁部破片で浅い沈線による直線・曲線文が施される。早期末に位置づけら
れるものとみられる。
　礫類は８９４点・４２，９１０ｇ出土している。このうち、９７．２％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点
出土している。
Ｌ１０区
　１６，００７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、羽状縄
文系・黒浜式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが条痕文系で
８３．１％、次が羽状縄文系・関山式で８．４％、撚糸文系で２％の順となる。
　主な土器を第８７９図３～１３に示した。３～５は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。６～１１は
条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１２は羽状縄文系・黒浜式深鉢形土器の口縁部破
片である。１３は加曽利Ｂ式の紐線文をもつ粗製深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は２，１９３点・１１３，９０５ｇ出土している。このうち、９６．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は１０
点出土している。
Ｌ１１区
　土器は出土していない。礫類は９点・４３０ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみら
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第８７８図　セ２８・Ｋ１０、Ｋ１１、Ｋ１０・Ｋ１１、Ｋ１２、Ｋ１４区包含層出土遺物実測図

第８７７図　セ２８・Ｋ９区包含層出土遺物実測図
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れる。礫石器は出土していない。
不明区
　表採など出土地区がよくわからない資料がある。それらをここにまとめた。２３，１８１ｇの土器が出土
している。うちわけは、撚糸文系、押型文、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、
前期後葉、前期末～中期初頭、称名寺式、加曽利Ｂ式、曽谷式、安行式で、このうち最も多いのが条
痕文系で７１％、次が羽状縄文系・関山式で１５．８％、撚糸文系で１．８％の順となる。
　主な土器を第８８０図１～５・第８８１図６～３８に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片であ
る。２は山形の押型文土器の胴部破片である。３～８は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片
である。９～２６は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１４・１５は片口をも
つ土器である。２７は浮島式、２８・２９は興津式、３０～３２は諸磯式、３３は前期後葉、３４は前期末～中期初
頭、３５・３６は称名寺式、３７は加曽利Ｂ式、３８は安行式とみられる。
　礫類は３８２点・１２，７２８ｇ出土している。このうち、９１．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は５点
出土している。

セ５４地区
　セ５４地区は、大グリッドを２０ｍとし、ここにＧ１９～Ｍ２２まで４６区画が設定され遺物が採集された。
Ｆ１９・Ｆ２０・Ｈ１５・Ｉ２２・Ｊ１６・Ｊ２２・Ｌ１７・Ｎ２１については遺物は採集されていないので、遺物の
採集されている大グリッドはこのうち３７区画となる。大グリッドごとにそのうちわけを示し、図示し
た主要土器について記載する。
Ｇ１９区
　１１７ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、羽状縄文系・関山式で、比率は羽状縄文系・
関山式が６８．４％、条痕文系が３１．６％となる。図示できる土器はなかった。
　礫類は３５点・８６１ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土はな
かった。
Ｇ２０区
　２，７３４ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、堀之内
１式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で９４．５％、次が堀之内１式で３．７％、条痕文系で
０．９％の順となる。
　主な土器を第８８２図１～１４に示した。１～１２は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部
破片である。１３・１４は堀之内１式深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は７３点・４，８８０ｇ出土している。このうち、８５．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は２点出
土している。
Ｇ２１区
　４２４ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、羽状縄文系・関山式で、このうち最も多い
のが羽状縄文系・関山式で９０．８％、次が条痕文系で４．７％の順となる。主な土器を第８８２図１５に示し
た。羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は１３点・５７３ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土はな
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かった。
Ｈ１６区
　２４７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関山
式で、このうち最も多いのが条痕文系で３１．６％、次が条痕・縄文で２５．１％、羽状縄文系・関山式で
１５．４％の順となる。
　主な土器を第８８３図１に示した。羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は２７点・１，６５８ｇ出土している。このうち、９１．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｈ１７区
　４４７ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式で、こ
のうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で１６．６％、次が条痕文系で１５．４％、浮島・興津式で４．３％の
順となる。図示できる土器はなかった。
　礫類は６４点・３，４２７ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｈ１８区
　３９４ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄文系・
関山式、浮島・興津式、堀之内１式、曽谷式で、このうち最も多いのが撚糸文系（無文）で２２．８％、
次が堀之内１式で１１．７％、浮島・興津式で７．６％の順となる。
　主な土器を第８８３図２・３に示した。２は浮島式深鉢形土器の口縁部破片、３は堀之内１式の口縁
部破片である。
　礫類は４１点・１，６８２ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｈ１９区
　１５４ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系（無文）、条痕文系で、このうち最も多いのが
条痕文系で７６％、次が撚糸文系（無文）で１１％の順となる。図示できる土器はなかった。
　礫類は５点・３２７ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土はな
かった。
Ｈ２０区
　１，７７２ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、勝坂式
で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で６５．７％、次が条痕文系で１２．９％、撚糸文系で８．７％
の順となる。
　主な土器を第８８３図４～８に示した。４～６は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。７は羽状
縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部破片である。８は勝坂式深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は１３２点・６，３９５ｇ出土している。このうち、９８．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は２点出
土している。
Ｈ２１区
　６３３ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関山式で、この
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第８８０図　セ２８・不明区包含層出土遺物実測図⑴

第８７９図　セ２８・Ｌ９、Ｌ１０区包含層出土遺物実測図
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うち最も多いのが羽状縄文系・関山式で６７．５％、次が条痕・縄文で２１．５％、条痕文系で７．１％の順と
なる。主な土器を第８８３図９に示した。羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は３２点・１，８０６ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｈ２２区
　３３７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関山
式、浮島・興津式、堀之内１式、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが撚糸文系で１２．２％、次が堀之
内１式で６．８％、羽状縄文系・関山式で４．７％の順となる。
　主な土器を第８８３図１０～１２に示した。１０は条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。１１は堀之内１
式、１２は加曽利Ｂ式の紐線文をもつ粗製深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は４点・１２０ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土はな
かった。
Ｉ１２区
　３ｇの土器が出土している。図示できる土器はなかった。
　礫類は１３１点・２，９８４ｇ出土している。このうち、９９．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｉ１３区
　１，１７４ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系が９８．５％である。
　主な土器を第８８３図１３～１５に示した。１３・１４は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１５は底径４０㎜を測る
平底の底部破片である。礫類は出土していない。
Ｉ１５区
　３９ｇの土器が出土している。うちわけは、浮島・興津式が５９％である。図示できる土器はなかった。
　礫類は３点・１０５ｇ出土している。いずれにも被熱のあとがみられる。礫石器の出土はなかった。
Ｉ１６区
　１，３０８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・
興津式、諸磯式、前期後葉、十三菩提式、前期末～中期初頭、安行式で、このうち最も多いのが羽状
縄文系・関山式で２６．９％、次が浮島・興津式で１２．６％、撚糸文系で６．７％の順となる。
　主な土器を第８８５図１～１３に示した。１・２は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、３は底部
の破片である。４～６は浮島式、７は興津式、８は諸磯式、９・１０は十三菩提式とみられる。１１・１２
は前期末から中期初頭に位置づけられるもの、１３は安行式の注口土器口縁部破片である。
　礫類は７４点・４，３４１ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｉ１７区
　８，４２１ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄文
系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、前期末～中期初頭、加曽利Ｂ式、曽谷式、安行式で、
このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で４１．６％、次が条痕文系で７．５％、前期後葉で６％の順と
なる。
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　主な土器を第８８４図１～４９に示した。１～３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。４～８は無文深鉢形土器の口縁部および胴部破片で、胎土中砂礫が器面調整時に移動したことに
よる擦痕がみられる。１０～１７は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１８～
２３は浮島式、２４～３２は諸磯式とみられる。３３～３９は櫛歯状文や平行線文が施され、前期後葉のものと
みられる。４０～４２は口縁に平行して縄の側面圧痕が施されるもので、前期末から中期初頭に位置づけ
られる。４３は中期初頭、４４・４５は加曽利Ｂ式、４６・４７は曽谷式、４８は安行式のものとみられる。
　礫類は３０８点・１６，９４１ｇ出土している。このうち、８８．１％に被熱のあとがみられる。礫石器は６点
出土している。
Ｉ１８区
　７２２ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕・縄文、羽状縄文系・
関山式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で３０．９％、次が撚糸文系で１１．６％、条痕・縄文
で５．１％の順となる。
　主な土器を第８８５図１４に示した。撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は４９点・２，１００ｇ出土している。このうち、９４．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は２点出
土している。
Ｉ１９区
　１，３４３ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関山式で、こ
のうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で６３．２％、次が撚糸文系で８．６％、条痕・縄文で６．７％の順と
なる。
　主な土器を第８８５図１５～２０に示した。１５～１８は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。１９は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。２０は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片であ
る。
　礫類は６３点・２，７８２ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｉ２０区
　１，１０６ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄文
系・関山式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で６７．５％、次が条痕文系で１７．５％、撚糸文
系で８％の順となる。
　主な土器を第８８５図２１～２４に示した。羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
　礫類は８８点・４，５４１ｇ出土している。このうち、８９．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は２点出
土している。
Ｉ２１区
　１６０ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関山式で、この
うち最も多いのが条痕文系で５４．４％、次が羽状縄文系・関山式で２７．５％、条痕・縄文で１８．１％の順と
なる。
　主な土器を第８８５図２５に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は４３点・２，０７５ｇ出土している。このうち、６８％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出土
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している。
Ｊ１７区
　３６３ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系（無文）、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・
関山式で、このうち最も多いのが撚糸文系（無文）で５５．９％、次が羽状縄文系・関山式で３３．３％、条
痕・縄文で７．２％の順となる。
　主な土器を第８８６図１に示した。厚手の無文深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は３７点・１，８７１ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｊ１８区
　１，８００ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄文
系・関山式で、このうち最も多いのが条痕文系で３３．４％、次が羽状縄文系・関山式で２６．２％、撚糸文
系（無文）で１６．７％の順となる。
　主な土器を第８８６図２～６に示した。２・３は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。４・５は条
痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。６は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部破片
である。
　礫類は５６点・３，６９８ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｊ１９区
　１，３７７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、条痕・縄
文、羽状縄文系・花積下層式、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、前期後葉、加曽利Ｂ式で、この
うち最も多いのが羽状縄文系・関山式で５１．９％、次が撚糸文系（無文）で１６．８％、撚糸文系で１２．２％
の順となる。
　主な土器を第８８６図７～１１に示した。７・８は無文深鉢形土器の口縁部破片である。９はハイガイ
殻表厚痕による擬縄文が施されるもので、羽状縄文系・花積下層式のものとみられる。１０は羽状縄文
系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。１１は紐線文をもつ加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の口縁部破片
である。
　礫類は７６点・２，４９９ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｊ２０区
　５０６ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式で、このう
ち最も多いのが羽状縄文系・関山式で５３．６％、次が条痕文系で３４．８％、撚糸文系で２．８％の順となる。
図示できる土器はなかった。
　礫類は３７点・１，４０７ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｊ２１区
　１６４ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関山式、前期後
葉で、このうち最も多いのが前期後葉で２３．２％、次が条痕・縄文で１８．９％、条痕文系で１７．１％の順と
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第８８３図　セ５４・Ｈ１６、Ｈ１８、Ｈ２０、Ｈ２１、Ｈ２２、Ｉ１３区包含層出土遺物実測図

第８８２図　セ５４・Ｇ２０、Ｇ２１区包含層出土遺物実測図
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なる。
　主な土器を第８８７図１～２７に示した。１は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。内面は貝殻条痕
文、外面には縄文が施される。２～２６は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部および底部破片であ
る。２は推定口径２５６㎜・現存器高６８㎜を測る土器で、器面には羽状縄文が施され、口唇部に２個一
対の山形貼付文を付す。５は推定胴部最大経２５４㎜・現存器高１６６㎜を測る土器で、器面は羽状縄文と
ループ文が交互に施文される。２５は推定底径９８㎜・現存器高１３３㎜を測る上げ底となった平底の土器
である。
　礫類は２４点・１，５９５ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｋ１４区
　４９２ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、条痕・縄文、羽状縄文系・関山
式、浮島・興津式、諸磯式で、このうち最も多いのが条痕文系で６４．４％、次が撚糸文系で１６．３％、諸
磯式で１０．２％の順となる。
　主な土器を第８８８図１に示した。諸磯ｃ式深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類の出土はなかった。
Ｋ１７区
　１，２０５ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄
文系・関山式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で４４．１％、次が撚糸文系（無文）で
２３．３％、条痕文系で１９．８％の順となる。
　主な土器を第８８８図２～４に示した。２・３は無文深鉢形土器の口縁部破片である。２には、胎土
中砂礫が器面調整時に移動したことによる擦痕がみられる。４は条痕文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。
　礫類は５６点・３，０７４ｇ出土している。このうち、９５．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｋ１８区
　２０，２５９ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、条痕・縄
文、羽状縄文系・関山式、羽状縄文系・黒浜式、浮島・興津式、諸磯式、加曽利Ｅ式、称名寺式、堀
之内１式、加曽利Ｂ式、曽谷式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で４４．６％、次が撚糸文
系（無文）で１１．８％、条痕文系で８．５％の順となる。
　主な土器を第８８９図１～４０・第８９０図４１～５８に示した。１～１３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および
胴部破片である。１４～２５は無文深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。このうちの多くに、胎土
中砂礫が器面調整時に移動したことによる擦痕がみられる。２６・２７は条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片である。２８～４０は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、４１～４４は胴部、４５～４８は上
げ底となる底部破片である。３６～４０は片口をもつものである。４９は羽状縄文系・黒浜式、５０は浮島
式、５１は諸磯式、５２～５４は称名寺式、５５は加曽利Ｂ式、５６～５８は曽谷式とみられる。
　礫類は８２０点・４５，４９０ｇ出土している。このうち、９８．２％に被熱のあとがみられる。礫石器は４点
出土している。

－1121－



1
2

3
4 5

6

7 8
9 10

11
12

13
14 15 16

17 18

19
20

21 22

23
24

1
2

3

4

5 6 7

8

9

10

11

25

第８８６図　セ５４・Ｊ１７、Ｊ１８、Ｊ１９区包含層出土遺物実測図

第８８５図　セ５４・Ｉ１６、Ｉ１８、Ｉ１９、Ｉ２０、Ｉ２１区包含層出土遺物実測図
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第８８７図　セ５４・Ｊ２１区包含層出土遺物実測図
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Ｋ１９区
　９，５３１ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、条痕・縄
文、羽状縄文系・関山式、前期後葉、称名寺式、曽谷式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山
式で３５．８％、次が撚糸文系（無文）で２６．７％、撚糸文系で７．９％の順となる。
　主な土器を第８９１図１～１６・第８９２図１７～２８に示した。１～３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、４は
胴部、５は底部の破片である。６～１４は無文深鉢形土器の口縁部、胴部および底部の破片である。こ
のうちの多くに、胎土中砂礫が器面調整時に移動したことによる擦痕がみられる。１５・１６は条痕文系
深鉢形土器の口縁部破片である。１６の外面には縄文が施文される。１７～１９は羽状縄文系・関山式深鉢
形土器の口縁部、２０～２３は胴部、２４～２７は上げ底となる底部の破片である。このうち１７は片口をもつ。
　礫類は５８３点・３３，１９８ｇ出土している。このうち、９６．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点
出土している。
Ｋ２０区
　８０２ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄文
系・関山式、浮島・興津式、諸磯式、前期後葉、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが条痕文系で
２５．８％、次が撚糸文系（無文）で１８．８％、撚糸文系で７．７％の順となる。
　主な土器を第８９３図１～３に示した。１は無文の深鉢形土器の口縁部破片である。２・３は横位・
斜位の櫛歯状文が施されるもので、前期後葉のものとみられる。
　礫類は６９点・３，６７０ｇ出土している。このうち、９５．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｋ２１区
　１，０８３ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・花積下層式、
羽状縄文系・関山式、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが撚糸文系で３６．７％、次が条痕文系で
２３．５％、羽状縄文系・花積下層式で５．１％の順となる。
　主な土器を第８９３図４～１０に示した。４～７は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。８～１０は円形竹管文が施される深鉢形土器で、羽状縄文系・花積下層式とみられる。
　礫類は１０５点・５，３３３ｇ出土している。このうち、９８．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｋ２２区
　８２ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、称名寺式で、このうち最も多いのが称名寺式
で５９．８％、次が撚糸文系で１８．３％の順となる。図示できる土器はなかった。
　礫類は５５点・２，４７８ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
Ｌ１７区
　１５６ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、羽状縄文系・関山式で、このうち最も多い
のが羽状縄文系・関山式で５０％、次が条痕文系で１．９％の順となる。図示できる土器はなかった。
　礫類は２５点・８５３ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土はな
かった。
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第８８９図　セ５４・Ｋ１８区包含層出土遺物実測図⑴

第８８８図　セ５４・Ｋ１４、Ｋ１７区包含層出土遺物実測図
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第８９１図　セ５４・Ｋ１９区包含層出土遺物実測図⑴

第８９０図　セ５４・Ｋ１８区包含層出土遺物実測図⑵
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Ｌ１８区
　９５８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄文系・
関山式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で５８．９％、次が撚糸文系（無文）で１１．８％、条
痕文系で５．８％の順となる。
　主な土器を第８９３図１１・１２に示した。１１は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。１２は羽状縄文系・
関山式深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は１０４点・６，５２５ｇ出土している。このうち、９８．９％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｌ１９区
　２，７３８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、沈線文系、条痕文系、
羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、前期後葉、阿玉台式で、このうち最も多いのが撚糸文系（無文）
で３６．６％、次が羽状縄文系・関山式で３３．３％、条痕文系で４．３％の順となる。
　主な土器を第８９３図１３～２６に示した。１３・１４は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。１５・１６は無文深鉢形土器の口縁部および胴部の破片で、胎土中砂礫が器面調整時に移動したこと
による擦痕がみられる。１８・１９は沈線文系深鉢形土器の胴部破片である。１７・２０～２３は羽状縄文系・
関山式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。２０は片口をもつ。２４は浮島式、２５は前期後葉、２６
は阿玉台式とみられる。
　礫類は２１１点・１１，９６９ｇ出土している。このうち、９３．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点
出土している。
Ｌ２０区
　１，４３８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、条痕・縄
文、羽状縄文系・関山式、称名寺式、堀之内１式、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが条痕文系で
２７．９％、次が撚糸文系で１５％、条痕・縄文で１３．９％の順となる。
　主な土器を第８９４図１～１２に示した。１～４は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。５は沈線文系深鉢形土器の口縁部破片である。６は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部破片
である。
　７は称名寺式、８・９は堀之内１式、１０～１２は加曽利Ｂ式とみられる。
　礫類は５４８点・２５，００５ｇ出土している。このうち、９６．７％に被熱のあとがみられる。礫石器は５点
出土している。
Ｌ２１区
　７７８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、沈線文系、条痕文系、羽
状縄文系・関山式で、このうち最も多いのが撚糸文系で２２．９％、次が条痕文系で１９．９％、羽状縄文系・
関山式で９．９％の順となる。
　主な土器を第８９４図１３・１４に示した。１３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。１４は沈線文系
深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は４２９点・１９，１９１ｇ出土している。このうち、９９．７％に被熱のあとがみられる。礫石器は２点
出土している。
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Ｌ２２区
　８６８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・加曽利Ｂ式で、このうち最も多
いのが撚糸文系で５０．２％、次が条痕文系で３８．４％、加曽利Ｂ式で１．５％の順となる。
　主な土器を第８９４図１５～２１に示した。１５は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、１６～１９は胴部、２０は底部
の破片である。２１は加曽利Ｂ式浅鉢形土器の口縁部破片とみられる。
　礫類は７２点・３，７９１ｇ出土している。このうち、８９．２％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｍ１９区
　７９ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、羽状縄文系・関山式で、比率は羽状縄文系・
関山式が５５．７％、撚糸文系が１９％となる。図示できる土器はなかった。
　礫類は１７点・８５９ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土はな
かった。
Ｍ２０区
　５２ｇの土器が出土している。時期の明らかなものでは、加曽利Ｂ式が１１．５％ある。図示できる土器
はなかった。
　礫類は５点・２５３ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土はな
かった。
Ｍ２１区
　２３７ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、浮島・興津式、曽谷式で、この
うち最も多いのが撚糸文系で７０％、次が浮島・興津式で８．９％、曽谷式で４．２％の順となる。
　主な土器を第８９４図２２～２４に示した。２２は条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。２３は興津式、
２４は曽谷式深鉢形土器の口縁部破片とみられる。
　礫類は２２点・１，６３７ｇ出土している。このうち、７２．４％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
Ｍ２２区
　５１ｇの土器が出土している。時期の明らかなものでは、撚糸文系が２５．５％ある。図示できる土器は
なかった。
　礫類は９７点・４９４８ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土はな
かった。

ＳＷ８３地区
　ＳＷ８３地区は、大グリッドを４０ｍとし、ここにＭＨ～ＰＫまで１８区画が設定され遺物が採集され
た。ＱＨ・ＰＩ・ＮＪ・ＱＪ・ＱＫについては遺物は採集されていないので、遺物の採集されている
大グリッドはこのうち１３区画となる。大グリッド内部は５ｍ単位の小グリッドに区分された。この調
査区で、包含層中の遺物が採集されているのは小グリッド６８箇所分である。大グリッドごとにそのう
ちわけを示し、図示した主要土器について記載する。
ＭＨ区
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第８９３図　セ５４・Ｋ２０、Ｋ２１、Ｌ１８、Ｌ１９区包含層出土遺物実測図

第８９２図　セ５４・Ｋ１９区包含層出土遺物実測図⑵
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　小グリッド４箇所から遺物を採集している。６７３ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文
系、羽状縄文系・関山式、諸磯式、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが羽状縄文系・関山式で
４６．１％、次が条痕文系で２９．３％、加曽利Ｂ式で９．７％の順となる。平面的な分布としては、小グリッ
ドの６８・７８などに、羽状縄文系・関山式が多くみられる傾向にある。
　主な土器を第８９５図１～６に示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。２～５は羽状
縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。６は諸磯式のものとみられる。
　礫類は５２点・１，０９９ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。平面的な分布としては、小グリッドの６８・７８などに礫の出土が多くみられる。
ＮＨ区
　小グリッド１６箇所から遺物を採集している。１，５７９ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文
系、羽状縄文系・関山式、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが加曽利Ｂ式で３２．７％、次が条痕文系
で６％、羽状縄文系・関山式で３．７％の順となる。加曽利Ｂ式が比較的多いのがこの区の特徴である。
平面的な分布としては、小グリッドの６２・７２などに、加曽利Ｂ式が多くみられる傾向にある。
　主な土器を第８９５図７～９に示した。いずれも加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の胴部破片とみられる。
　礫類は１３９点・３，６７５ｇ出土している。このうち、９５．２％に被熱のあとがみられる。礫石器は２点出
土している。平面的な分布としては、小グリッドの６１・６２・６５・７６などに礫の出土が多くみられる。
ＯＨ区
　小グリッド不明扱いとして遺物を採集している。４３４ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕
文系、浮島・興津式、堀之内１式、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが条痕文系で２７．４％、次が浮
島・興津式で１４．１％、加曽利Ｂ式で９．７％の順となる。平面的な分布としては、小グリッドの６３に、
条痕文系が多くみられる傾向にある。
　主な土器を第８９５図１０・１１に示した。１０は興津式深鉢形土器の胴部破片、１１は加曽利Ｂ式の波状口
縁をもつ深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は５９点・１，９４９ｇ出土している。そのほとんどに被熱のあとがみられる。礫石器は１点出土し
ている。平面的な分布としては、小グリッドの６２・６３などに礫の出土が多くみられる。
ＰＨ区
　小グリッド不明の一括扱いの土器が２１４ｇ出土している。うちわけは、浮島・興津式、諸磯式、後
期～晩期で、このうち最も多いのが諸磯式で２９．９％、次が浮島・興津式で５．１％、後期～晩期で４．２％
の順となる。
　主な土器を第８９５図１２～１５に示した。１２～１４は諸磯式深鉢形土器の胴部破片とみられる。１５は器厚
の薄い土器で、口縁下に横位の浅い沈線文をもつ。時期は明確でない。
　礫類は１点・３３ｇ出土している。被熱のあとがみられる。礫石器の出土はなかった。
ＭＩ区
　小グリッド３箇所から遺物を採集している。２１５ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文
系、羽状縄文系・関山式、加曽利Ｂ式で、このうち最も多いのが条痕文系で６１．４％、次が羽状縄文系・
関山式で３３．５％、加曽利Ｂ式で５．１％の順となる。平面的な分布としては、小グリッドの０８に、条痕
文系が多くみられる傾向にある。図示できる土器はなかった。
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　礫類は２８点・１，１６５ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。平面的な分布としては、小グリッドの０８・１０などに礫の出土が多くみられる。
ＮＩ区
　小グリッド３１箇所から遺物を採集している。２，６９０ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文
系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、諸磯式、前期後葉、加曽利Ｅ式、加曽利Ｂ式で、このうち最も
多いのが条痕文系で３２．３％、次が加曽利Ｂ式で２８．１％、前期後葉で２．９％の順となる。加曽利Ｂ式が
比較的多いのがこの区の特徴である。平面的な分布としては、小グリッドの０７・１８などに、条痕文系
が多くみられる傾向にある。
　主な土器を第８９５図１６～２２に示した。１６は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。１７・
１８は横位・斜位の櫛歯状文を施すもので前期後葉のものとみられる。１９は加曽利Ｅ式深鉢形土器の胴
部破片である。２０～２２は加曽利Ｂ式深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は９６６点・３０，７７６ｇ出土している。このうち、９５．６％に被熱のあとがみられる。礫石器は７点
出土している。平面的な分布としては、小グリッドの０４・１５・１８・２８・３８などに礫の出土が多くみら

第８９４図　セ５４・Ｌ２０、Ｌ２１、Ｌ２２、Ｍ２１区包含層出土遺物実測図
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れる。
ＯＩ区
　小グリッド８箇所から遺物を採集している。２，５６２ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文
系、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、加曽利Ｂ式、安行式、曽谷式で、このうち最も多いのが条
痕文系で５０．９％、次が羽状縄文系・関山式で４．８％、加曽利Ｂ式で３％の順となる。平面的な分布と
しては、小グリッドの０１・２１・３１などに、条痕文系が多くみられる傾向にある。
　主な土器を第８９５図２３に示した。曽谷式粗製深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は６５７点・３２，３９６ｇ出土している。このうち、９５％に被熱のあとがみられる。礫石器は７点出
土している。平面的な分布としては、小グリッドの０１・２１・３１などに礫の出土が多くみられる。
ＱＩ区
　４８４ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・興津式、加曽
利Ｂ式で、このうち最も多いのが加曽利Ｂ式で２６．９％、次が羽状縄文系・関山式で２６．２％、条痕文系
で１２．４％の順となる。加曽利Ｂ式が比較的多いのがこの区の特徴である。
　主な土器を第８９５図２４・２５に示した。２４は浮島式深鉢形土器の口縁部破片である。２５は波状口縁を
もつ羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部破片である。
　礫類は出土していない。
ＯＪ区
　５３８ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・加曽利Ｂ式・安行式で、このう
ち最も多いのが撚糸文系で２４．７％、次が条痕文系で２０．３％、加曽利Ｂ式で９％の順となる。加曽利Ｂ
式が比較的多いのがこの区の特徴である。
　主な土器を第８９５図２６に示した。加曽利Ｂ式深鉢形土器の胴部破片である。
　礫類は７２点・４，９７３ｇ出土している。このうち、８５．８％に被熱のあとがみられる。礫石器は３点出
土している。
ＰＪ区
　８１５ｇの土器が出土している。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、羽状縄文系・関山式、浮島・
興津式、加曽利Ｂ式、堀之内１式で、このうち最も多いのが条痕文系で５３．６％、次が加曽利Ｂ式で
１４．６％、撚糸文系で１３．９％の順となる。加曽利Ｂ式が比較的多いのがこの区の特徴である。
　主な土器を第８９５図２７～３３に示した。２７～３０は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。３１は条痕
文系深鉢形土器の口縁部破片である。３２は堀之内１式、３３は加曽利Ｂ式深鉢形土器の口縁部破片であ
る。
　礫類は８７点・５，９７６ｇ出土している。このうち、９８．１％に被熱のあとがみられる。礫石器は１点出
土している。
ＮＫ区
　２６ｇの土器が出土しているが時期が不明で、図示できる土器はなかった。
　礫類は１２０点・６，３３５ｇ出土している。このうち、すべてに被熱のあとがみられる。礫石器の出土は
なかった。
ＯＫ区
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　５９７ｇの土器が出土している。うちわけは、条痕文系、堀之内１式で、その比率は堀之内１式が
９６．１％、条痕文系が３．９％となる。堀之内１式が多いのがこの区の特徴である。
　主な土器を第８９５図３４～３６に示した。いずれも堀之内１式深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。礫類は出土していない。
ＰＫ区
　７４ｇの土器が出土している。このうち撚糸文系のものが２４．３％あるが、図示できる土器はなかっ
た。礫類は出土していない。

－1134－



表
４４
　
包
含
層
出
土
土
器
集
計
（
大
グ
リ
ッ
ド
別
）

調
査

区
大

グ
リ

ッ
ド

重
量（

ｇ
）

撚
糸

文
系

撚
糸

文
系

（
無

文
）

沈
線

文
系

条
痕

文
系

羽
状

縄
文

系
浮

島
・

興
津

諸
磯

前
期

後
葉

前
期

末
～

中
期

初
頭

そ
の

他
不

明
上

層
土

器
備

考
重

量（
ｇ

）
条

痕
・

縄
文

早
期

末
東

海
系

花
積

下
層

関
山

黒
浜

弥
生

土
師

須
恵

器
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
点

数
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
種

別
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
０６

４
１Ａ

計
２２

８１
７

４２
４

２９
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
１９

５
２１

３
１６

４
１７

２
１７

００
１％

０％
０％

４８
．１

％
０％

０％
０％

０％
２４

．９
％

０％
１．

７％
０％

０％
０％

１１
．５

％
１２

．５
％

０６
４

１Ｂ
計

３５
４１

６８
５１

２５
５９

１２
０

晩
期

末
ほ

か
２３

５
９６

９
２２

０
１９

７６
１１

７
１０

７１
１

０％
０％

０．
３％

３８
．９

％
０％

０％
０％

０％
４７

．８
％

０％
０．

６％
１．

１％
０％

０％
２．

２％
９．

０％
０６

４
１Ｃ

計
２３

１０
７

７０
４３

１９
２０

２６
４３

３
３１

２８
堀

之
内

１ほ
か

２２
３

１９
３９

２４
４

６４
８

９
１１

８７
２

０．
２％

０％
０．

９％
５９

．３
％

０．
２％

０％
０％

０％
１７

．１
％

０％
０％

３．
６％

０．
３％

０．
２％

１．
９％

１６
．３

％
０６

４
２Ａ

計
２６

６０
８

４８
２

１３
８

１０
４

６７
１２

５４
２．

１％
０％

０％
４８

．５
％

０％
０％

０％
０％

３８
．４

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１１

．０
％

０６
４

２Ｂ
計

５６
５０

０４
６０

１６
２３

８
晩

期
末

ほ
か

８２
５

２６
７１

１７
２３

１６
３８

６７
１４

６０
３

０％
０％

０．
４％

３４
．３

％
０％

０％
０％

０％
４１

．２
％

０％
０％

０．
２％

０．
１％

０％
５．

６％
１８

．３
％

０６
４

２Ｃ
計

５３
５７

８
２４

７６
１

１９
４

２０
６１

１
１６

１
３２

堀
之

内
１ほ

か
２４

３
６５

７９
４４

５７
６５

７９
６２

５３
２１

２
０．

１％
０％

１．
１％

４６
．５

％
０．

４％
０％

０％
０％

３８
．７

％
０．

３％
０．

１％
０％

０％
０％

０．
５％

１２
．４

％
０６

４
３Ｂ

計
８５

１３
４

７４
５４

３０
７

１７
１０

４７
７８

２１
６

２５
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
３１

３
２７

６６
１４

３４
１６

６３
１３

１３
５

０％
０．

６％
１．

０％
５６

．７
％

２．
３％

０％
０％

０％
１３

．０
％

０．
４％

０．
６％

１．
６％

０．
２％

０％
２．

４％
２１

．１
％

０６
４

３Ｃ
計

５２
９７

１１
０４

１３
６

６
８１

２
２７

５８
４

７３
５５

０％
０％

０％
７２

．０
％

０％
０％

０％
０％

１５
．０

％
０％

１．
８％

０．
１％

０％
０％

０％
１１

．０
％

０９
９

Ｈ
Ｃ

計
１８

５
８

１６
３６

５７
６

２０
９

０％
０％

０％
８８

．５
％

０％
０％

０％
０％

３．
８％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

７．
７％

０９
９

Ｉ
Ｃ

計
１８

８４
３６

０
２３

９
加

曽
利

Ｅ
３０

９８
１０

６９
６７

６７
１０

３
２６

１１
０％

０％
０％

７２
．２

％
０％

０％
０％

０％
１３

．８
％

０％
９．

２％
０％

０％
０％

１．
１％

３．
８％

０９
９

Ｇ
Ｄ

計
２０

２０
８１

称
名

寺
６８

６５
６１

１０
２２

３４
０％

０％
０％

９０
．４

％
０％

０％
０％

０％
３．

６％
０％

０％
０％

０％
０％

３．
０％

２．
９％

０９
９

Ｈ
Ｄ

計
６８

４６
０１

５
１５

９８
１０

８
８

１５
称

名
寺

ほ
か

１３
８

４５
９

３０
９９

２４
９６

７０
００

１．
０％

０％
０％

６５
．７

％
０．

１％
０％

０％
０％

２２
．８

％
０％

１．
５％

０．
１％

０．
２％

０％
２．

０％
６．

６％
０９

９
Ｉ

Ｄ
計

３２
２４

０６
２５

３５
４８

８
６４

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

３１
４

５８
３９

０．
５％

０％
０％

４１
．２

％
０％

０％
０％

０％
４３

．４
％

０％
８．

４％
０％

１．
１％

０％
５．

４％
０％

０９
９

Ｊ
Ｄ

計
９６

７
１８

４３
４９

１
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
６４

１２
３

６１
３３

８４
５６

６６
１７

０６
０％

０％
０％

５６
．７

％
１．

１％
０％

０％
２．

５％
２８

．８
％

０％
０％

０％
０％

０％
３．

８％
７．

２％
０９

９
Ｋ

Ｄ
計

１９
３７

４
０

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０９
９

Ｅ
Ｅ

計
５１

６２
９７

４４
１４

１０
３７

曽
谷

１７
１２

７８
２６

４
５６

０
９１

３４
０％

０％
０．

６％
６８

．９
％

０．
５％

０％
０％

０％
１５

．４
％

０．
４％

０％
０％

０％
０％

０．
２％

１４
．０

％
０９

９
Ｆ

Ｅ
計

２９
３４

６７
１３

７
１２

７
６３

８
２７

４
６０

１
４３

９８
０％

０％
０．

７％
７８

．８
％

３．
１％

０％
０％

０％
２．

９％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１４

．５
％

０９
９

Ｇ
Ｅ

計
１３

１８
７

２５
堀

之
内

１ほ
か

４１
３１

３
４１

４２
１３

５６
６

０％
０％

０％
９７

．２
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
２％

０％
０％

０％
０．

３％
２．

３％
０９

９
Ｈ

Ｅ
計

７５
８８

１２
４

３９
１４

称
名

寺
ほ

か
２９

５
４０

７
５４

１
２１

７
８４

６７
０％

０％
０％

８９
．６

％
０％

０％
０％

０％
１．

５％
０％

０．
５％

０．
２％

０％
０％

３．
５％

４．
８％

０９
９

Ｉ
Ｅ

計
２２

３４
６２

１１
９

称
名

寺
ほ

か
１２

４１
１４

１
２４

５１
１８

６０
３７

９７
０％

０％
０％

５８
．８

％
１．

６％
０％

０％
０％

３．
１％

０％
０％

０％
０％

０％
３２

．７
％

３．
７％

０９
９

Ｊ
Ｅ

計
４７

３
４１

５６
６４

加
曽

利
Ｂ

１４
１

４５
２

１１
４７

０
３２

３９
５２

８６
０％

０％
０％

８．
９％

０％
０％

０％
０％

７８
．６

％
０％

１．
２％

０％
０％

０％
２．

７％
８．

６％
０９

９
Ｊ

Ｅ
計

４７
３

４１
５６

６４
加

曽
利

Ｂ
１４

１
４５

２
１１

４７
０

３２
３９

５２
８６

０％
０％

０％
８．

９％
０％

０％
０％

０％
７８

．６
％

０％
１．

２％
０％

０％
０％

２．
７％

８．
６％

０９
９

Ｌ
Ｅ

計
３１

５
１９

７２
加

曽
利

Ｂ
２０

０
８５

２５
７

２５
７２

０％
０％

０％
１２

．２
％

０％
０％

０％
０％

７６
．７

％
０％

０％
０％

０％
０％

７．
８％

３．
３％

０９
９

Ｅ
Ｆ

計
１２

２９
２

４３
１２

７２
６６

８
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
４１

９４
４

１１
３０

１５
９

１４
６６

６
０％

０％
０％

８３
．８

％
０．

３％
０％

０％
０％

８．
７％

０．
５％

０．
１％

０％
０％

０％
０．

３％
６．

４％
０９

９
Ｆ

Ｆ
計

１１
５４

４
４１

４
７４

３
２１

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

３６
９

２４
３４

４３
９

２１
４

３９
１５

５２
５

０％
０％

０％
７４

．４
％

２．
７％

０％
０％

０％
４．

８％
０％

０％
０％

０．
１％

０％
２．

４％
１５

．７
％

０９
９

Ｇ
Ｆ

計
１０

１０
１

１２
６４

３３
７５

７
３１

１０
２１

６２
４７

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

２９
５５

３４
１１

２５
７１

８８
９

８３
１３

４８
２８

１％
０％

０％
９３

．８
％

０．
６％

０％
０．

０２
％

０％
０．

８％
０％

０．
０５

％
０％

０．
０３

％
０％

２．
２％

２．
５％

０９
９

Ｈ
Ｆ

計
４２

１１
１１

４
１４

３９
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
３９

８
３３

２
３７

１
６１

６
３５

１１
９３

９
０．

４％
０％

０％
９３

．１
％

０％
０％

０％
０％

０．
１％

０％
０．

３％
０％

０％
０％

３．
３％

２．
８％

０９
９

Ｉ
Ｆ

計
７６

０
２６

４２
称

名
寺

ほ
か

３１
７

１１
１

２２
１３

３８
３０

０％
０％

０％
１９

．８
％

０％
０％

０％
０％

６９
．０

％
０％

０％
０％

０％
０％

８．
３％

２．
９％

０９
９

Ｊ
Ｆ

計
１０

６８
３２

２６
３９

１０
９

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

３２
１

１１
７７

８４
６

２０
７

４１
７３

３
０％

０％
０％

２．
６％

０．
１％

０％
０％

０．
１％

９３
．７

％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
８％

２．
８％

０９
９

Ｋ
Ｆ

計
７２

１０
９２

加
曽

利
Ｂ

１０
０

１７
７

６９
１２

３
１４

４１
０％

０％
０％

５．
０％

０％
０％

０％
０％

７５
．８

％
０％

０％
０％

０％
０％

６．
９％

１２
．３

％
０９

９
Ｌ

Ｆ
計

２１
３８

５
５２

２３
６８

３
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
１６

２７
１０

１４
２６

３
２５

１
２

２６
７８

２
０．

１％
０％

０％
１．

４％
０．

２％
０％

０％
０％

８８
．４

％
０％

０％
０％

０％
０％

６．
１％

３．
８％

０９
９

Ｍ
Ｆ

計
７

３５
２９

８１
２９

６４
２

８
２１

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

２１
３

９５
１

３３
２

１０
５

３３
８５

８
０．

０２
％

０．
１％

０％
８．

８％
０％

０％
０％

０％
８７

．５
％

０％
０．

０２
％

０．
１％

０％
０％

０．
６％

２．
８％

０９
９

Ｎ
Ｆ

計
８４

８
２１

２１
６１

１６
４

称
名

寺
１５

３
５４

０
３７

３８
８７

０％
０％

０％
２１

．８
％

０％
０％

０．
５％

０％
５５

．６
％

４．
２％

０％
０％

０％
０％

３．
９％

１３
．９

％

－1135－



表
４４
　
つ
づ
き

調
査

区
大

グ
リ

ッ
ド

重
量（

ｇ
）

撚
糸

文
系

撚
糸

文
系

（
無

文
）

沈
線

文
系

条
痕

文
系

羽
状

縄
文

系
浮

島
・

興
津

諸
磯

前
期

後
葉

前
期

末
～

中
期

初
頭

そ
の

他
不

明
上

層
土

器
備

考
重

量（
ｇ

）
条

痕
・

縄
文

早
期

末
東

海
系

花
積

下
層

関
山

黒
浜

弥
生

土
師

須
恵

器
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
点

数
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
種

別
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
０９

９
Ｏ

Ｆ
計

３
１９

１１
５２

１３
１０

９０
２８

中
期

末
～

後
期

初
頭

１３
７

７９
７

１２
２９

４３
２８

０．
０７

％
０％

０％
４４

．２
％

１．
２％

０％
０％

０％
３０

．３
％

０％
２．

１％
０．

６％
０％

０％
３．

２％
１８

．４
％

０９
９

Ｇ
Ｇ

計
３２

６４
１１

３
１０

３４
３４

２
１２

０
２３

６５
１４

０
２９

称
名

寺
ほ

か
１７

６
２３

２７
２９

４
３０

８
７０

６７
８

０．
０５

％
０％

０％
９０

．７
％

１．
５％

０．
５％

０．
２％

０％
３．

３％
０％

０．
２％

０％
０．

０４
％

０％
０．

２％
３．

３％
０９

９
Ｈ

Ｇ
計

２０
１３

０４
５

３５
７

１１
７

７９
１０

３
曽

谷
ほ

か
３６

３２
６

６７
１６

２
１４

０８
３

０．
１４

％
０％

０％
９２

．６
％

２．
５％

０．
８％

０％
０％

０．
６％

０％
０．

７％
０％

０％
０％

０．
３％

２．
３％

０９
９

Ｉ
Ｇ

計
３５

２７
１８

１７
４８

９１
堀

之
内

１ほ
か

２２
０

６５
６

６
８５

３７
０．

４１
％

０％
０％

３１
．８

％
０．

２％
０％

０％
０％

５７
．３

％
０％

０％
０％

０％
０％

２．
６％

７．
７％

０９
９

Ｊ
Ｇ

計
３０

５
３４

７０
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
４６

５８
２１

３８
７９

０％
０％

０％
７．

９％
０％

０％
０％

０％
８９

．５
％

０％
０％

０％
０％

０％
１．

２％
１．

５％
０９

９
Ｋ

Ｇ
計

４９
４９

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

１０
０．

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０９
９

Ｌ
Ｇ

計
３２

０
１４

６２
１４

１
４

１１
３

１９
２３

０％
０％

０％
１６

．６
％

０％
０％

０％
０％

７６
．０

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
７．

３％
０９

９
Ｍ

Ｇ
計

２６
２３

２７
５２

１３
８４

４２
１６

４４
８

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

６４
５

１０
２７

１６
０

１７
１

１３
２３

５３
５

０．
１％

０．
１％

０．
１％

２２
．１

％
０．

４％
０％

０．
２％

０％
６９

．９
％

０％
０％

０％
０％

０％
２．

７％
４．

４％
０９

９
Ｎ

Ｇ
計

２４
３２

３８
５

８０
９９

０
５４

１７
２

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

１１
４

６０
２

１３
８

８０
６

２４
５３

０．
０％

１．
０％

１．
３％

１５
．７

％
３．

３％
０％

０％
０％

４０
．４

％
０％

２．
２％

０％
７．

０％
０％

４．
６％

２４
．５

％
０９

９
Ｏ

Ｇ
計

１５
１９

７９
４５

３４
７

２２
２５

２９
１５

３３
８６

７
８７

０
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
１４

８
４４

４１
３２

１０
０

３
１８

７３
６

０．
１％

０．
１％

０％
４２

．４
％

１．
９％

０％
０．

１％
０％

１３
．５

％
０％

８．
２％

４．
６％

４．
６％

０％
０．

８％
２３

．７
％

０９
９

Ｐ
Ｇ

計
５３

６１
５１

８
１５

７７
２３

４
１５

７
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
８６

８
１６

０６
１０

４
１５

５
１０

３２
１

０％
０％

０％
５１

．９
％

０％
０％

０％
０％

５．
０％

０％
１５

．３
％

２．
３％

１．
５％

０％
８．

４％
１５

．６
％

０９
９

Ｑ
Ｇ

計
１５

０３
１３

０
２５

６４
１３

９
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
１６

１
７６

５
１３

２７
８７

０％
０％

０％
５３

．９
％

０％
０％

０％
０％

４．
７％

０％
０．

９％
２．

３％
５．

０％
０％

５．
８％

２７
．４

％
０９

９
Ｇ

Ｈ
計

７３
６９

４２
２９

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

１０
０

３５
８

４
７５

０２
１．

０％
０％

０％
９２

．５
％

０％
０．

４％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１．

３％
４．

８％
０９

９
Ｈ

Ｈ
計

６４
１２

１２
１

３５
加

曽
利

Ｂ
５８

３４
１

１６
０

６９
６７

０％
０％

０％
９２

．０
％

１．
７％

０％
０％

０％
０．

５％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
８％

４．
９％

０９
９

Ｉ
Ｈ

計
４１

０
８８

５
７３

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

７４
１９

６
１４

６１
０％

０％
０％

２８
．１

％
０％

０％
０％

０％
６０

．６
％

０％
０％

０％
０％

５．
０％

５．
１％

１．
３％

０９
９

Ｊ
Ｈ

計
２４

３９
４

３３
４１

８
０％

０％
０％

５．
７％

０％
０％

０％
０％

９４
．３

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０９
９

Ｍ
Ｈ

計
８１

２８
１１

１３
加

曽
利

Ｂ
２９

２１
２０

２
１２

４３
４５

０％
０％

０％
１．

９％
０．

６％
０％

０％
０％

２５
．６

％
０％

０％
０％

０％
０％

６７
．２

％
４．

６％
０９

９
Ｎ

Ｈ
計

１５
１

３１
６７

１３
８

１７
２０

７
加

曽
利

Ｂ
８０

１９
９

５
８９

０
０％

０％
０％

１７
．０

％
０％

０％
３．

５％
０％

７．
５％

０％
１５

．５
％

１．
９％

２３
．３

％
０％

９．
０％

２２
．４

％
０９

９
Ｏ

Ｈ
計

３０
１５

７７
７４

１
５７

５
５０

３
３０

３２
加

曽
利

Ｂ
２０

０
１４

６８
３５

２１
０

５
５１

５６
０．

６％
０％

０％
３０

．６
％

０％
０％

０％
０％

１４
．４

％
０％

１１
．２

％
９．

８％
０．

６％
０．

６％
３．

９％
２８

．５
％

０９
９

Ｐ
Ｈ

計
１４

１
４８

２７
１２

４７
２５

５
４６

４
１７

９
加

曽
利

Ｂ
１５

２１
１７

２９
９

９１
７５

１．
５％

０％
０％

５２
．６

％
０％

０％
０．

１％
０％

０．
５％

０％
２．

８％
５．

１％
２．

０％
０％

１６
．６

％
１８

．８
％

セ
７２

１Ａ
計

１１
２３

２４
２３

１０
７

１７
０

２３
１２

７７
０％

０％
０％

８７
．９

％
１．

９％
０％

０％
０％

１．
８％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

８．
４％

セ
７２

２Ａ
計

１０
７５

６５
５３

８
２２

１２
５２

４４
４４

０
８９

４３
８９

６５
４

７５
７３

８３
９

０％
０％

１．
５％

８８
．８

％
３．

０％
０％

０．
１％

０．
１％

０．
６％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

１％
５．

９％
セ

７２
３Ａ

計
１４

６６
８０

１３
１

１０
９０

８
１０

２
５４

８
２３

５
８３

５８
０

０％
０％

１．
８％

９５
．９

％
１．

３％
０％

０％
０．

１％
０．

７％
０．

３％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
セ

７２
４Ａ

計
１１

７９
８

１０
加

曽
利

Ｂ
７

４０
７

８
２２

１２
２２

２
０％

０％
０％

９６
．５

％
０％

０％
０％

０．
１％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
１％

３．
３％

セ
７２

１Ｂ
計

４２
１９

２１
８

７３
６０

７４
５９

４
４６

４４
０％

０％
０％

９０
．８

％
４．

７％
０％

０％
１．

６％
１．

３％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１．

６％
セ

７２
２Ｂ

計
７２

１３
７４

１４
２７

８６
１５

７
９０

１１
６６

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

５１
１９

２２
７０

５
１０

２
１４

３６
５８

０％
０％

０．
１％

９５
．７

％
１．

９％
０．

１％
０％

０．
１％

０．
８％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

０４
％

１．
３％

セ
７２

３Ｂ
計

３２
５７

７９
０

５１
１

６４
８９

加
曽

利
Ｂ

２３
６５

３
３３

２
５７

２
５９

１６
２

０％
０％

０．
１％

９７
．７

％
０．

９％
０．

１％
０％

０％
０．

２％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
０４

％
１．

１％
セ

７２
４Ｂ

計
８５

６
８１

１２
９３

７
０％

０％
０％

９１
．４

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

８．
６％

セ
７２

４Ｂ
計

１６
２９

５
１２

４
１５

２７
４

７９
６

１７
５０

４
０％

０％
０％

９３
．１

％
０．

７％
０％

０％
０．

１％
１．

６％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
４．

５％
セ

７２
２Ｃ

計
３２

７０
６６

１５
５

５３
２２

１４
７３

２８
０％

０％
０．

４％
９６

．４
％

２．
１％

０％
０％

０％
０．

７％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

３％
セ

７３
Ａ

１
計

２９
２９

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１０

０．
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

セ
７３

Ｂ
１

計
１８

４
１６

１２
２１

２
０％

０％
０％

８６
．８

％
０％

０％
０％

０％
７．

５％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
５．

７％
セ

７３
Ｂ

２
計

１０
５

１９
３４

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
２９

．４
％

１４
．７

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
５５

．９
％
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表
４４
　
つ
づ
き

調
査

区
大

グ
リ

ッ
ド

重
量（

ｇ
）

撚
糸

文
系

撚
糸

文
系

（
無

文
）

沈
線

文
系

条
痕

文
系

羽
状

縄
文

系
浮

島
・

興
津

諸
磯

前
期

後
葉

前
期

末
～

中
期

初
頭

そ
の

他
不

明
上

層
土

器
備

考
重

量（
ｇ

）
条

痕
・

縄
文

早
期

末
東

海
系

花
積

下
層

関
山

黒
浜

弥
生

土
師

須
恵

器
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
点

数
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
種

別
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
セ

７３
Ｃ

２
計

２９
０

６
２９

６
０％

０％
０％

９８
．０

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

２．
０％

セ
７３

Ｃ
３

計
１７

７６
１５

６
２９

５
４７

曽
谷

ほ
か

３３
３９

４３
２３

４６
０％

０％
０％

７５
．７

％
０％

０％
０％

６．
６％

１２
．６

％
２．

０％
０％

０％
０％

０％
１．

４％
１．

７％
セ

７３
Ｄ

２
計

４４
９

４４
９

０％
０％

０％
１０

０．
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

セ
７３

Ｄ
３

計
１５

０１
９

６
１５

１０
０％

０％
０％

９９
．４

％
０．

６％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

セ
７３

Ｄ
４

計
８

８４
２４

５４
９

２７
２

２４
曽

谷
１５

４９
４

７６
２５

４４
６

０．
０３

％
０％

０．
３％

９６
．５

％
１．

１％
０％

０％
０％

０．
１％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

１％
１．

９％
セ

７３
Ｅ

４
計

１１
７４

安
行

（
晩

期
）

ほ
か

３７
６

１５
９

４
１２

１７
０％

０％
０％

９６
．５

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
３．

０％
０．

５％
セ

７３
Ｅ

５
計

３７
８７

６
加

曽
利

Ｂ
２７

８１
８

３７
９８

４
０％

０％
０％

９９
．７

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

１％
０．

２％
セ

２８
Ｂ

６
計

２０
１５

２０
７４

加
曽

利
Ｂ

４６
４２

６２
２１

９７
０％

０％
０％

９１
．７

％
０％

０％
０％

０％
０．

９％
０％

０％
３．

４％
０％

０％
２．

１％
１．

９％
セ

２８
Ｂ

７
計

１０
１８

８
２０

５
１４

３
加

曽
利

Ｂ
１５

３
１１

６
８３

１１
４

中
世

１（
２６

ｇ
）

１０
８０

５
０％

０％
０％

９４
．３

％
０％

０％
０％

０％
１．

９％
０％

０％
１．

３％
０％

０％
１．

４％
１．

１％
セ

２８
Ｃ

７
計

５９
１９

１４
１

堀
之

内
２

２６
６０

８６
０％

０％
０％

９７
．３

％
２．

３％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

４％
セ

２８
Ｃ

８
計

２７
７８

２
６０

６
４１

堀
之

内
２ほ

か
３７

３
５０

０
３５

１３
２９

３０
２

０％
０％

０％
９４

．８
％

２．
１％

０．
１％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

１．
３％

１．
７％

セ
２８

Ｄ
８

計
８０

１２
６３

２５
４５

３５
２０

５
３７

１３
３

６１
６７

堀
之

内
１ほ

か
３４

３
１３

０１
９３

９
１３

３０
８７

０．
１％

０％
０％

９４
．９

％
３．

４％
０．

２％
０．

０３
％

０％
０．

１％
０％

０．
０５

％
０．

１％
０％

０％
０．

３％
１．

０％
セ

２８
Ｄ

１０
計

１５
９

２４
６４

２５
６

６８
堀

之
内

１ほ
か

１７
２

９２
４２

５
１２

６９
４６

２．
３％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
３％

９２
．５

％
０％

０．
１％

１．
０％

０％
０％

２．
５％

１．
３％

セ
２８

Ｅ
８

計
８２

９５
９９

２６
２

２７
４１

４７
４６

９６
４５

１３
８９

１３
０％

０％
０％

９３
．１

％
１．

１％
２．

９％
０．

３％
０％

０．
５％

０％
０．

５％
０．

５％
０％

０％
０％

１．
１％

セ
２８

Ｆ
１３

計
１６

８
２０

４５
１６

１８
１５

２２
２９

０％
０％

０％
７．

５％
０％

０％
０％

０％
９１

．７
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
７％

セ
２８

Ｇ
８

計
１２

６
１０

８４
０

６０
加

曽
利

Ｂ
３７

６３
８

１１
１２

６
１．

１％
０％

０％
９７

．４
％

０％
０％

０％
０％

０．
５％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

３％
０．

６％
セ

２８
Ｇ

８，
Ｇ

９
計

５５
５

１４
１６

５
１３

１９
０

５７
２０

１４
９２

３
３．

７％
０％

０％
９４

．９
％

０．
１％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

１．
３％

セ
２８

Ｇ
９

計
４２

９
４１

４４
５

５１
３

１１
７

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

１４
５

１４
２

１５
１

９３
４２

７９
１

１．
０％

０％
０％

９６
．９

％
１．

２％
０％

０％
０％

０．
３％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

３％
０．

３％
セ

２８
Ｇ

１０
計

１３
３

１０
１７

３０
８

３１
１１

８８
１１

．２
％

０％
０％

８５
．６

％
０％

０％
０％

０％
２．

５％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

７％
セ

２８
Ｇ

１１
計

１６
１８

９３
１１

５
興

津
２２

８４
６

２０
４６

０．
８％

０％
０％

９２
．５

％
０％

０％
０％

０％
５．

６％
０％

０％
０％

０％
０％

１．
１％

０％

セ
２８

Ｇ
１１

～
Ｈ

１１
計

２０
２０

９５
１８

３
加

曽
利

Ｂ
９

８２
３３

２３
８９

０．
８％

０％
０％

８７
．７

％
０％

０％
０％

０％
７．

７％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
４％

３．
４％

セ
２８

Ｇ
１２

計
１４

３
６２

９９
１０

１０
６

１４
８

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

２３
３

２３
４

２１
６

７４
１７

１６
３

０．
８％

０％
０％

３６
．７

％
０％

０％
０％

０％
５８

．９
％

０％
０．

９％
０％

０％
０％

１．
４％

１．
４％

セ
２８

Ｇ
１３

計
２４

２４
８０

１５
４０

７
称

名
寺

ほ
か

１９
０

１２
５

８６
８８

１８
２２

６
０．

１％
０％

０％
１３

．６
％

０％
０％

０％
０％

８４
．５

％
０％

０％
０

０％
０％

１．
０％

０．
７％

セ
２８

Ｇ
１４

計
１８

９
１０

４５
１２

３４
０％

０％
０％

１５
．３

％
０％

０％
０％

０％
８４

．７
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
セ

２８
Ｇ

１５
計

１４
９６

２７
０

５２
３８

０
３．

７％
０％

０％
２５

．３
％

０％
０％

０％
０％

７１
．１

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

セ
２８

Ｇ
１６

計
２０

７５
３

１５
７３

加
曽

利
Ｂ

２３
１１

５
５

８
２３

６９
０．

８％
０％

０％
３１

．８
％

０％
０％

０％
０％

６６
．４

％
０％

０％
０％

０％
０％

１．
０％

０％
セ

２８
Ｇ

１７
計

８２
８８

１７
０

０％
０％

０％
４８

．２
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
５１

．８
％

セ
２８

Ｇ
１９

計
８３

２９
５

曽
谷

４
９

１１
３９

１
０％

０％
０％

２１
．２

％
０％

０％
０％

０％
７５

．４
％

０％
０％

０％
０％

０％
１．

０％
２．

３％
セ

２８
Ｈ

２
計

９
９

０％
０％

０％
１０

０．
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

セ
２８

Ｈ
６

計
１４

６８
４３

４
１１

１４
６８

０％
０％

０％
１０

０．
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

セ
２８

Ｈ
７

計
１５

４５
００

２３
１０

３７
５

５
４５

４８
０．

３％
０％

０％
９８

．９
％

０％
０％

０％
０％

０．
５％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
２％

セ
２８

Ｈ
８

計
１５

３９
８１

０４
９

４０
７

３１
９

９４
３

曽
谷

ほ
か

４０
２

２２
７

１５
１

６４
４

８４
６０

７
１．

８％
０％

０％
９５

．８
％

０．
５％

０％
０．

０４
％

０．
０１

％
１．

１％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
５％

０．
３％

セ
２８

Ｈ
９

計
２６

２１
３４

７７
８３

６
４４

１
１９

１
２８

９
３４

１６
０７

７７
称

名
寺

ほ
か

５５
３

８４
４

２６
４

２７
７

８
８４

５２
７

３．
１％

０％
０．

０４
％

９２
．１

％
０．

５％
０．

２％
０．

３％
０．

０４
％

１．
９％

０％
０％

０．
１％

０％
０％

０．
７％

１．
０％
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表
４４
　
つ
づ
き

調
査

区
大

グ
リ

ッ
ド

重
量（

ｇ
）

撚
糸

文
系

撚
糸

文
系

（
無

文
）

沈
線

文
系

条
痕

文
系

羽
状

縄
文

系
浮

島
・

興
津

諸
磯

前
期

後
葉

前
期

末
～

中
期

初
頭

そ
の

他
不

明
上

層
土

器
備

考
重

量（
ｇ

）
条

痕
・

縄
文

早
期

末
東

海
系

花
積

下
層

関
山

黒
浜

弥
生

土
師

須
恵

器
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
点

数
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
種

別
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
セ

２８
Ｈ

１０
計

６４
２

５０
５３

６
２７

３
４２

２３
０２

１１
１１

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

２７
３

５３
３

７９
７７

８
５４

６２
３

１．
２％

０％
０％

９２
．５

％
０．

５％
０．

１％
０％

０％
４．

２％
０％

０．
０２

％
０．

０２
％

０％
０％

０．
５％

１．
０％

セ
２８

Ｈ
１１

計
３９

６
３４

２２
３

１０
３５

４５
２４

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

１２
７

３２
３

１４
８

２０
５

３６
１７

３
１．

１％
０％

０％
９４

．６
％

０％
０％

０％
０％

２．
９％

０％
０．

１％
０．

１％
０％

０％
０．

４％
０．

９％
セ

２８
Ｈ

１２
計

９１
２６

０２
４

２６
６１

３０
４９

安
行

ほ
か

９４
１２

６８
５２

５８
中

世
１（

４１
ｇ

）
３０

２１
７

０．
３％

０％
０％

８６
．１

％
０％

０％
０％

０％
８．

８％
０％

０．
１％

０％
０％

０．
２％

０．
３％

４．
２％

セ
２８

Ｈ
１３

計
２３

６
２８

０
３４

７２
７

４１
１０

１８
７

３９
９４

８７
６８

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

１１
０９

２２
５０

１６
７

８８
３

５０
４９

１１
８

０．
５％

０．
６％

０％
７０

．７
％

０．
１％

０％
０％

０％
２０

．７
％

０％
０．

１％
０．

２％
０．

２％
０．

１％
２．

３％
４．

６％
セ

２８
Ｈ

１４
計

２７
５

５０
３３

２０
２１

１０
４１

２
２４

６
２３

６
３７

安
行

ほ
か

５１
０

１４
０８

３４
３

２４
１４

７
１６

５１
５

１．
７％

０．
３％

０％
２０

．１
％

０％
０．

１％
０％

０％
６３

．０
％

０％
１．

５％
１．

４％
０．

２％
０％

３．
１％

８．
５％

セ
２８

Ｈ
１５

計
３３

２
１６

７３
３３

６８
３７

５
４７

２９
１

３１
安

行
ほ

か
１３

０
１０

９５
２２

１９
８

７３
４２

４．
５％

０％
０％

２２
．８

％
０％

０％
０％

０％
４５

．９
％

０％
５．

１％
０．

６％
４．

０％
０．

４％
１．

８％
１４

．９
％

セ
２８

Ｈ
１６

計
４１

１０
２

１２
４３

４３
９

６３
１５

３
１２

２０
４１

２．
０％

５．
０％

０％
６０

．９
％

０％
０％

０％
０％

２１
．５

％
０％

３．
１％

０％
０％

０％
０％

７．
５％

セ
２８

Ｈ
１７

計
４０

２２
２

９９
０

５３
２４

７０
９８

１１
５

１５
２

曽
谷

ほ
か

９７
４１

４
１５

４６
５１

０．
９％

４．
８％

０％
２１

．３
％

０％
１．

１％
０％

０％
５３

．１
％

０％
２．

１％
２．

５％
３．

３％
０％

２．
１％

８．
９％

セ
２８

Ｈ
１８

計
１７

１０
０

１７
５

６０
１５

２１
２

５７
９

２．
９％

０％
０％

１７
．３

％
０％

０％
０％

０％
３０

．２
％

０％
１０

．４
％

０％
２．

６％
０％

０％
３６

．６
％

セ
２８

Ｉ
５

計
１２

１２
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

１０
０．

０％
セ

２８
Ｉ

６
計

１８
４

５６
３０

０８
９

１５
０

６６
３３

１１
０

安
行

（
晩

期
）

ほ
か

２４
０

１９
８

５０
８

４３
４

３１
１２

６
０．

６％
０．

２％
０％

９６
．７

％
０．

５％
０．

２％
０．

１％
０％

０．
４％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

８％
０．

６％
セ

２８
Ｉ

７
計

１４
５

１１
５３

０
５５

４５
４

安
行

（
晩

期
）

ほ
か

２１
８

１７
６

６
５１

７
１２

５７
８

１．
２％

０％
０％

９１
．７

％
０．

４％
０％

０％
０％

３．
６％

０％
０％

０％
０％

０％
１．

７％
１．

４％
セ

２８
Ｉ

８
計

４４
３

１６
７８

３
３１

９６
９

称
名

寺
ほ

か
３３

２
７４

５
１６

５１
６

１９
３０

３
２．

３％
０％

０％
８６

．９
％

０．
２％

０％
０％

０％
５．

０％
０％

０％
０％

０％
０％

１．
７％

３．
９％

セ
２８

Ｉ
９

計
５３

９
２６

９６
５

９７
８２

７４
０

５６
６６

１８
曽

谷
ほ

か
３３

３
５８

１
８２

３６
５

２９
４７

７
１．

８％
０％

０％
９１

．５
％

０．
３％

０．
３％

０％
０％

２．
５％

０％
０％

０．
２％

０．
２％

０．
１％

１．
１％

２．
０％

セ
２８

Ｉ
１０

計
９６

７
８１

１７
７

２２
５

１２
１

１８
６

１１
７

５６
４

１１
９

２９
３

８６
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
６９

９
１２

２５
２１

８
１１

５５
８５

７７
９

１．
１％

０％
０％

９４
．６

％
０．

３％
０．

１％
０．

２％
０．

１％
０．

７％
０％

０．
１％

０．
３％

０．
１％

０％
０．

８％
１．

４％
セ

２８
Ｉ

１１
計

５０
３

４４
９５

９
１７

４１
７

１３
７

３５
５

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

３９
５

１７
２４

１１
１

８３
１

２９
４８

５０
７

１．
０％

０％
０％

９２
．７

％
０．

０４
％

０％
０％

０％
０．

９％
０％

０．
３％

０．
７％

０％
０％

０．
８％

３．
６％

セ
２８

Ｉ
１２

計
６６

５
１７

０
７５

９８
９

１９
７６

５３
５

２６
９

１１
０

称
名

寺
ほ

か
３５

９
２５

８１
１６

３
１８

１６
８２

６５
４

０．
８％

０．
２％

０％
９１

．９
％

０％
０％

０％
０％

２．
４％

０％
０．

６％
０．

３％
０．

１％
０％

０．
４％

３．
１％

セ
２８

Ｉ
１３

計
１２

２９
８０

０
５９

５０
２

６９
６５

３９
７４

４
安

行
ほ

か
２５

８
１７

６４
１１

５
６９

４
７０

２３
９

１．
７％

１．
１％

０％
８４

．７
％

０．
１％

０％
０％

０％
９．

３％
０％

０．
１％

０．
０１

％
０％

０％
０．

４％
２．

５％
セ

２８
Ｉ

１４
計

１２
００

２１
７

１７
０１

５
２８

２８
９１

０３
１０

６
３３

２
１１

９
１０

８
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
１６

３
５３

２１
８１

７７
６

４５
３３

７４
０

３．
６％

０．
６％

０％
５０

．４
％

０．
１％

０％
０．

１％
０％

２７
．０

％
０．

３％
１．

０％
０．

４％
０．

３％
０％

０．
５％

１５
．８

％
セ

２８
Ｉ

１５
計

１２
５

５３
４９

８６
８

４９
７３

７３
７

５９
６

３４
８

１５
１

十
三

菩
提

２７
１８

６２
１２

６
９７

８９
１．

３％
０．

５％
０．

５％
８．

９％
０％

０％
０％

０％
５０

．８
％

０％
７．

５％
６．

１％
３．

６％
１．

５％
０．

３％
１９

．０
％

セ
２８

Ｊ
６

計
１９

２０
５８

９４
１１

１
２０

７２
０．

０％
０％

０％
９２

．７
％

２．
８％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

４．
５％

セ
２８

Ｊ
７

計
３７

１５
４２

１９
２

称
名

寺
２９

５１
３５

１８
５１

２．
０％

０％
０％

８３
．３

％
０％

０％
０％

０％
１０

．４
％

０％
０％

０％
０％

０％
１．

６％
２．

８％
セ

２８
Ｊ

８
計

２４
０

９０
０８

６６
４

加
曽

利
Ｂ

９１
５２

９
１１

５
１０

５３
２

２．
３％

０％
０％

８５
．５

％
０％

０％
０％

０％
６．

３％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
９％

５．
０％

セ
２８

Ｊ
９

計
１１

４０
１２

４６
３１

５
５１

２５
７７

５
１７

４１
曽

谷
ほ

か
３５

８
５８

５
３３

６
７０

１
５

４９
３１

９
２．

３％
０％

０％
９３

．９
％

０．
１％

０％
０．

１％
０％

１．
６％

０％
０．

０３
％

０％
０．

１％
０％

０．
７％

１．
２％

セ
２８

Ｊ
１０

計
６２

９
３８

７６
９

１９
３

２５
３９

１６
７６

２９
１５

１
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
４３

８
９１

２
１５

８２
４２

８６
１

１．
５％

０％
０％

９０
．５

％
０％

０．
５％

０．
１％

０．
１％

３．
９％

０％
０．

１％
０．

４％
０％

０％
１．

０％
２．

１％
セ

２８
Ｊ

１１
計

２５
２

２４
６４

５
７４

１
３５

５
３６

７
７８

安
行

ほ
か

３３
２

１５
６５

１３
３９

１６
５

２８
３３

５
０．

９％
０％

０％
８７

．０
％

０％
０％

０％
０％

２．
６％

０％
１．

３％
１．

３％
０．

３％
０％

１．
２％

５．
５％

セ
２８

Ｊ
１２

計
１８

４
２３

４３
２

９０
２

１１
３

７４
１２

加
曽

利
Ｂ

１４
８５

３
２８

１６
３６

４２
２５

５８
４

０．
７％

０％
０％

９１
．６

％
０％

０％
０％

０％
３．

５％
０％

０．
４％

０．
３％

０％
０．

０％
０．

１％
３．

３％
セ

２８
Ｊ

１３
計

５６
３

２６
１２

１５
８

３６
２

３４
０

１０
６

３２
７

１５
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
１４

９
１１

４８
７

１２
１１

７
１５

１９
４

３．
７％

０．
２％

０％
８０

．０
％

０％
０％

０％
０％

２．
４％

０％
２．

２％
０．

７％
２．

２％
０．

１％
１．

０％
７．

６％
セ

２８
Ｊ

１４
計

３４
２４

９０
３１

９
３８

４
２６

２
６７

１３
３

６１
１０

７
４６

０
３８

５７
０．

９％
０％

０％
６４

．６
％

８．
３％

０％
０％

０％
１０

．０
％

０％
６．

８％
１．

７％
３．

４％
１．

６％
０％

２．
８％

セ
２８

Ｊ
１５

計
１３

７
１５

６６
３６

８７
２

６２
５

２６
６

２５
６

２６
中

期
初

頭
１６

７７
１

５１
４０

３
４５

７１
３．

０％
０％

０％
３４

．３
％

０．
８％

０％
０％

０％
１９

．１
％

０％
１３

．７
％

５．
８％

５．
６％

０．
６％

０．
４％

１６
．９

％
セ

２８
Ｋ

６
計

３５
４

曽
谷

１１
３５

４０
０

０％
０％

０％
８８

．５
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

２．
８％

８．
８％

セ
２８

Ｋ
７

計
８９

２
１９

７６
８９

１３
５

１０
７６

０％
０％

０％
８２

．９
％

１．
８％

０％
０％

０％
７．

１％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
８．

３％
セ

２８
Ｋ

８
計

１４
７

５１
７０

３８
１

曽
谷

１８
０

８８
８

１７
８

６７
６６

２．
２％

０％
０％

７６
．４

％
０％

０％
０％

０％
５．

６％
０％

０％
０％

０％
０％

２．
７％

１３
．１

％
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表
４４
　
つ
づ
き

調
査

区
大

グ
リ

ッ
ド

重
量（

ｇ
）

撚
糸

文
系

撚
糸

文
系

（
無

文
）

沈
線

文
系

条
痕

文
系

羽
状

縄
文

系
浮

島
・

興
津

諸
磯

前
期

後
葉

前
期

末
～

中
期

初
頭

そ
の

他
不

明
上

層
土

器
備

考
重

量（
ｇ

）
条

痕
・

縄
文

早
期

末
東

海
系

花
積

下
層

関
山

黒
浜

弥
生

土
師

須
恵

器
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
点

数
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
種

別
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
セ

２８
Ｋ

９
計

４１
４

２２
４７

５
５６

６８
６１

４
１０

曽
谷

ほ
か

１１
１

３３
７

１０
４６

６
６

２４
０８

５
１．

７％
０％

０％
９３

．３
％

０．
２％

０％
０％

０．
３％

２．
５％

０％
０．

０４
％

０％
０％

０％
０．

５％
１．

４％
セ

２８
Ｋ

１０
計

４９
８

１９
２７

９
２３

１５
２１

２０
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
２６

３
４５

３
７８

１
２２

０５
７

２．
３％

０％
０％

８７
．４

％
０．

１％
０％

０％
０％

６．
９％

０％
０％

０．
１％

０％
０％

１．
２％

２．
１％

セ
２８

Ｋ
１０

・
Ｋ

１１
計

２４
７

加
曽

利
Ｂ

２８
４６

３２
１

０％
０％

０％
７６

．９
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

８．
７％

１４
．３

％
セ

２８
Ｋ

１１
計

１０
５１

９３
曽

谷
ほ

か
５５

２３
８

１２
２２

０％
０％

０％
８６

．０
％

０％
０％

０％
０％

７．
６％

０％
０％

０％
０％

０％
４．

５％
１．

９％
セ

２８
Ｋ

１２
計

１０
２３

２８
３１

７４
１０

４
４３

１８
６

１４
８９

０％
０％

０％
６８

．７
％

０％
０％

０％
０％

１．
９％

０％
２．

１％
５．

０％
７．

０％
２．

９％
０％

１２
．５

％
セ

２８
Ｋ

１３
計

５４
０

１４
７

６８
１５

６２
９

０％
０％

０％
８５

．９
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

２．
２％

０％
１．

１％
０％

０％
１０

．８
％

セ
２８

Ｋ
１４

計
２３

５２
２２

４４
曽

谷
２１

４０
２

１７
２４

７９
０％

０％
０％

９４
．９

％
０．

９％
０％

０％
０％

１．
８％

０％
０％

０％
０％

０％
０．

８％
１．

６％
セ

２８
Ｌ

９
計

４６
５７

２０
１８

３
早

期
末

～
前

期
初

頭
３８

９６
６２

６０
８３

０．
８％

０％
０％

９４
．０

％
０％

０％
０％

０％
３．

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０．
６％

１．
６％

セ
２８

Ｌ
１０

計
３２

１
１３

２９
６

１３
４２

１５
５

６
４８

加
曽

利
Ｂ

５５
９１

９
５

１２
３

１６
００

７
２．

０％
０％

０％
８３

．１
％

０％
０％

０％
０％

８．
４％

０．
１％

０．
０３

％
０．

０４
％

０．
３％

０％
０．

３％
５．

７％

セ
２８

出
土

地
点

不
明

分
計

４２
０

１６
４５

３
３６

５２
１４

８
１３

６
１０

１
９７

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

２０
２

１９
７２

２２
１４

１１

２３
１８

１
１．

８％
０％

０％
７１

．０
％

０％
０％

０％
０％

１５
．８

％
０％

０．
６％

０．
６％

０．
４％

０．
４％

０．
９％

８．
５％

セ
５４

Ｇ
１９

計
３７

８０
１２

１１
７

０％
０％

０％
３１

．６
％

０％
０％

０％
０％

６８
．４

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

セ
５４

Ｇ
２０

計
７

２４
２５

８３
堀

之
内

１
１０

０
２０

３
２７

３４
０．

３％
０％

０％
０．

９％
０％

０％
０％

０％
９４

．５
％

０％
０％

０％
０％

０％
３．

７％
０．

７％
セ

５４
Ｇ

２１
計

２０
３８

５
１９

４２
４

０％
０％

０％
４．

７％
０％

０％
０％

０％
９０

．８
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

４．
５％

セ
５４

Ｈ
１６

計
１７

７８
６２

３８
５２

５
２４

７
６．

９％
０％

０％
３１

．６
％

２５
．１

％
０％

０％
０％

１５
．４

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
２１

．１
％

セ
５４

Ｈ
１７

計
６９

７４
１９

２８
５

４
４４

７
０％

０％
０％

１５
．４

％
０％

０％
０％

０％
１６

．６
％

０％
４．

３％
０％

０％
０％

０％
６３

．８
％

セ
５４

Ｈ
１８

計
２２

９０
２７

１５
３０

堀
之

内
１ほ

か
７１

１３
９

３９
４

５．
６％

２２
．８

％
０％

６．
９％

０％
０％

０％
０％

３．
８％

０％
７．

６％
０％

０％
０％

１８
．０

％
３５

．３
％

セ
５４

Ｈ
１９

計
１７

１１
７

２０
１５

１５
４

０％
１１

．０
％

０％
７６

．０
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１３

．０
％

セ
５４

Ｈ
２０

計
１５

５
２２

８
１１

６５
勝

坂
３１

１９
３

１４
１７

７２
８．

７％
０％

０％
１２

．９
％

０％
０％

０％
０％

６５
．７

％
０％

０％
０％

０％
０％

１．
７％

１０
．９

％
セ

５４
Ｈ

２１
計

４５
１３

６
４２

７
２５

４
６３

３
０％

０％
０％

７．
１％

２１
．５

％
０％

０％
０％

６７
．５

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
３．

９％
セ

５４
Ｈ

２２
計

４１
１４

１１
１６

１２
堀

之
内

１ほ
か

４２
２０

１
１１

３
３３

７
１２

．２
％

０％
０％

４．
２％

３．
３％

０％
０％

０％
４．

７％
０％

３．
６％

０％
０％

０％
１２

．５
％

５９
．６

％
セ

５４
Ｉ

１２
計

３
３

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１０

０．
０％

セ
５４

Ｉ
１３

計
１１

５６
１８

１１
７４

０％
０％

０％
９８

．５
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１．

５％
セ

５４
Ｉ

１５
計

２３
１６

２７
３９

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

５９
．０

％
０％

０％
０％

０％
４１

．０
％

セ
５４

Ｉ
１６

計
８７

４５
３５

２
１６

５
２９

１７
６５

安
行

ほ
か

８６
４６

２
１０

１３
０８

６．
７％

０％
０％

３．
４％

０％
０％

０％
０％

２６
．９

％
０％

１２
．６

％
２．

２％
１．

３％
５．

０％
６．

６％
３５

．３
％

セ
５４

Ｉ
１７

計
２０

８
４７

８
６３

２
３５

０３
２５

２
２７

４
５０

８
４７

曽
谷

ほ
か

１５
３

２３
６６

１８
８４

２１
２．

５％
５．

７％
０％

７．
５％

０％
０％

０％
０％

４１
．６

％
０％

３．
０％

３．
３％

６．
０％

０．
６％

１．
８％

２８
．１

％
セ

５４
Ｉ

１８
計

８４
２９

３７
２２

３
３４

９
７２

２
１１

．６
％

４．
０％

０％
０％

５．
１％

０％
０％

０％
３０

．９
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

４８
．３

％
セ

５４
Ｉ

１９
計

１１
５

９０
８４

９
２８

９
４

１３
４３

８．
６％

０％
０％

０％
６．

７％
０％

０％
０％

６３
．２

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
２１

．５
％

セ
５４

Ｉ
２０

計
８９

４５
１９

３
７４

６
３３

１１
０６

８．
０％

４．
１％

０％
１７

．５
％

０％
０％

０％
０％

６７
．５

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
３．

０％
セ

５４
Ｉ

２１
計

８７
２９

４４
１６

０
０％

０％
０％

５４
．４

％
１８

．１
％

０％
０％

０％
２７

．５
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
セ

５４
Ｊ

１７
計

２０
３

１３
２６

１２
１

３６
３

０％
５５

．９
％

０％
３．

６％
７．

２％
０％

０％
０％

３３
．３

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

セ
５４

Ｊ
１８

計
２５

５
３０

０
６０

１
４７

１
１７

３
４

１８
００

１４
．２

％
１６

．７
％

０％
３３

．４
％

０％
０％

０％
０％

２６
．２

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
９．

６％
セ

５４
Ｊ

１９
計

１６
８

２３
２

４５
１６

７１
４

１２
７

加
曽

利
Ｂ

２３
１６

０
９

１３
７７

１２
．２

％
１６

．８
％

０％
３．

３％
０％

０％
０％

１．
２％

５１
．９

％
０％

０．
９％

０％
０．

５％
０％

１．
７％

１１
．６

％
セ

５４
Ｊ

２０
計

１４
１７

６
２７

１
４５

１１
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表
４４
　
つ
づ
き

調
査

区
大

グ
リ

ッ
ド

重
量（

ｇ
）

撚
糸

文
系

撚
糸

文
系

（
無

文
）

沈
線

文
系

条
痕

文
系

羽
状

縄
文

系
浮

島
・

興
津

諸
磯

前
期

後
葉

前
期

末
～

中
期

初
頭

そ
の

他
不

明
上

層
土

器
備

考
重

量（
ｇ

）
条

痕
・

縄
文

早
期

末
東

海
系

花
積

下
層

関
山

黒
浜

弥
生

土
師

須
恵

器
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
点

数
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
種

別
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
重

量（
ｇ

）
５０

６
２．

８％
０％

０％
３４

．８
％

０％
０％

０％
０％

５３
．６

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
８．

９％
セ

５４
Ｊ

２１
計

２８
３１

２５
３８

４２
１６

４
０％

０％
０％

１７
．１

％
１８

．９
％

０％
０％

０％
１５

．２
％

０％
０％

０％
２３

．２
％

０％
０％

２６
％

セ
５４

Ｋ
１４

計
８０

３１
７

５
５０

４０
１５

４９
２

１６
．３

％
０％

０％
６４

．４
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

１．
０％

１０
．２

％
０％

０％
０％

８．
１％

セ
５４

Ｋ
１８

計
１２

４４
２３

８３
１７

２９
６６

９０
３５

４１
４４

７３
称

名
寺

ほ
か

１１
７５

４４
６９

１８
５

２０
２５

９
６．

１％
１１

．８
％

０％
８．

５％
０．

３％
０％

０％
０％

４４
．６

％
０．

２％
０．

２％
０．

４％
０％

０％
５．

８％
２２

．１
％

セ
５４

Ｋ
１９

計
７５

４
２５

４３
８３

１
２２

３４
１１

８６
称

名
寺

ほ
か

３２
１８

５２
３９

９５
３１

７．
９％

２６
．７

％
０％

８．
７％

０．
２％

０％
０％

０％
３５

．８
％

０％
０％

０％
０．

９％
０％

０．
３％

１９
．４

％
セ

５４
Ｋ

２０
計

６２
１５

１
２０

７
４９

加
曽

利
Ｂ

１２
３２

１
２７

８０
２

７．
７％

１８
．８

％
０％

２５
．８

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
６．

１％
０％

１．
５％

４０
．０

％
セ

５４
Ｋ

２１
計

３９
８

２５
４

５５
２２

加
曽

利
Ｂ

１１
３４

３
１０

８３
３６

．７
％

０％
０％

２３
．５

％
０％

０％
０％

５．
１％

２．
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１．

０％
３１

．７
％

セ
５４

Ｋ
２２

計
１５

称
名

寺
４９

１８
４６

８２
１８

．３
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
５９

．８
％

２２
．０

％
セ

５４
Ｌ

１７
計

３
７８

７５
１５

６
０％

０％
０％

１．
９％

０％
０％

０％
０％

５０
．０

％
０％

０％
０％

０
０％

０％
４８

．１
％

セ
５４

Ｌ
１８

計
４６

１１
３

５６
５６

４
１７

９
９５

８
４．

８％
１１

．８
％

０％
５．

８％
０％

０％
０％

０％
５８

．９
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

１８
．７

％
セ

５４
Ｌ

１９
計

１０
０

１０
０２

９４
１１

８
９１

３
１９

２０
阿

玉
台

７
４６

５
３

２７
３８

３．
７％

３６
．６

％
３．

４％
４．

３％
０％

０％
０％

０％
３３

．３
％

０％
０．

７％
０％

０．
７％

０％
０．

３％
１７

．０
％

セ
５４

Ｌ
２０

計
２１

６
６２

４０
１

２０
０

１０
０

堀
之

内
１ほ

か
２６

１
１９

８
２８

４
１４

３８
１５

．０
％

４．
３％

０％
２７

．９
％

１３
．９

％
０％

０％
０％

７．
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１８

．２
％

１３
．８

％
セ

５４
Ｌ

２１
計

１７
８

２４
２３

１５
５

７７
３２

１
２６

７７
８

２２
．９

％
３．

１％
３．

０％
１９

．９
％

０％
０％

０％
０％

９．
９％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

４１
．３

％
セ

５４
Ｌ

２２
計

４３
６

３３
３

加
曽

利
Ｂ

１３
８６

２５
８６

８
５０

．２
％

０％
０％

３８
．４

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１．

５％
９．

９％
セ

５４
Ｍ

１９
計

１５
４４

２０
２５

７９
１９

．０
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
５５

．７
％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

２５
．３

％
セ

５４
Ｍ

２０
計

加
曽

利
Ｂ

６
４６

５２
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１１

．５
％

８８
．５

％
セ

５４
Ｍ

２１
計

１６
６

７
２１

曽
谷

１０
３３

２５
２３

７
７０

．０
％

０％
０％

３．
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

８．
９％

０％
０％

０％
４．

２％
１３

．９
％

セ
５４

Ｍ
２２

計
１３

３８
５１

２５
．５

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
７４

．５
％

Ｓ
Ｗ

８３
Ｍ

Ｈ
計

１９
７

３１
０

４８
加

曽
利

Ｂ
６５

５３
９

１９
６７

３
０％

０％
０％

２９
．３

％
０％

０％
０％

０％
４６

．１
％

０％
０％

７．
１％

０％
０％

９．
７％

７．
９％

Ｓ
Ｗ

８３
Ｏ

Ｈ
計

１１
９

６１
加

曽
利

Ｂ
ほ

か
４２

２１
２

１１
４３

４
０％

０％
０％

２７
．４

％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
１４

．１
％

０％
０％

０％
９．

７％
４８

．８
％

Ｓ
Ｗ

８３
Ｐ

Ｈ
計

１１
６４

後
期

～
晩

期
９

１３
０

２１
４

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

０％
０％

５．
１％

２９
．９

％
０％

０％
４．

２％
６０

．７
％

Ｓ
Ｗ

８３
Ｍ

Ｉ
計

１３
２

７２
加

曽
利

Ｂ
１１

３
２１

５
０％

０％
０％

６１
．４

％
０％

０％
０％

０％
３３

．５
％

０％
０％

０％
０％

０％
５．

１％
０％

Ｓ
Ｗ

８３
Ｎ

Ｉ
計

２０
８６

８
７６

１９
７８

加
曽

利
Ｂ

ほ
か

８１
８

８１
１

７９
５

２６
９０

０．
７％

０％
０％

３２
．３

％
０％

０％
０％

０％
２．

８％
０％

０％
０．

７％
２．

９％
０％

３０
．４

％
３０

．１
％
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調査区 大グリッド 合計 被熱 無被熱自然礫 礫石器赤色化 黒・灰色化
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 比率 点数 重量（ｇ） 比率 点数 重量（ｇ） 比率 点数 重量（ｇ） 比率

０６４ １Ａ １１７ ６，３１９ ３２ １，９７３ ３１．２％ ８１ ３，９４７ ６２．５％ ０ ０ ０．０％ ４ ３９９ ６．３％
０６４ １Ｂ １，２８５ ４４，６７４ ４１４ １７，６５１ ３９．５％ ８５２ ２４，５０４ ５４．９％ ４ ５６２ １．３％ １５ １，９５７ ４．４％
０６４ １Ｃ ７６５ ３４，８４６ ４１３ １８，０４６ ５１．８％ ３３１ １３，２７３ ３８．１％ ６ １，１４６ ３．３％ １５ ２，３８１ ６．８％
０６４ ２Ａ ９２ ３，１５４ ４４ １，４４７ ４５．９％ ４７ １，５９４ ５０．５％ ０ ０ ０．０％ １ １１３ ３．６％
０６４ ２Ｂ ４，６５５ １５３，７８６ １，５６５ ５６，１７２ ３６．５％ ３，０６４ ９２，６４２ ６０．２％ ０ ０ ０．０％ ２６ ４，９７２ ３．２％
０６４ ２Ｃ ３，８１０ １４８，３７８ １，３５４ ５５，８２２ ３７．６％ ２，４０５ ８１，８０８ ５５．１％ ２ １２６ ０．１％ ４９ １０，６２２ ７．２％
０６４ ３Ｂ １，８６５ ５９，７２１ ５７２ ２２，６４５ ３７．９％ １，２６８ ３５，０８４ ５８．７％ １ ３１ ０．１％ ２４ １，９６１ ３．３％
０６４ ３Ｃ ６ ６５８ ５ ５７７ ８７．７％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％ １ ８１ １２．３％
０９９ ＩＣ ９１ ５，４２３ ２１ １，３７６ ２５．４％ ６８ ３，２８５ ６０．６％ ０ ０ ０．０％ ２ ７６２ １４．１％
０９９ ＧＤ ２６７ １０，２２７ ５１ ３，０８３ ３０．１％ ２１４ ６，５３９ ６３．９％ ０ ０ ０．０％ ２ ６０５ ５．９％
０９９ ＨＤ ７８７ ３４，３９０ ２４０ １１，３５０ ３３．０％ ５３７ ２１，４６９ ６２．４％ ２ １６２ ０．５％ ８ １，４０９ ４．１％
０９９ ＩＤ ３６５ １８，７２６ １１１ ５，９９８ ３２．０％ ２４４ １１，３７５ ６０．７％ ０ ０ ０．０％ １０ １，３５３ ７．２％
０９９ ＪＤ １１３ ４，９２９ ２６ １，１１９ ２２．７％ ８４ ３，５４４ ７１．９％ ０ ０ ０．０％ ３ ２６６ ５．４％
０９９ ＫＤ １ ８５ ０ ０ ０．０％ １ ８５ １００．０％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％
０９９ ＥＥ ４０６ ２１，２２３ １０９ ７，３９３ ３４．８％ ２８５ １２，７１０ ５９．９％ １ ８６ ０．４％ １１ １，０３４ ４．９％
０９９ ＦＥ ３４３ １６，９９５ ７８ ５，３３７ ３１．４％ ２６２ １１，４１３ ６７．２％ ０ ０ ０．０％ ３ ２４５ １．４％
０９９ ＧＥ １，７５２ ４２，８２５ １８３ １０，１１８ ２３．６％ １，５４８ ３０，６０９ ７１．５％ １４ ４７０ １．１％ ７ １，６２８ ３．８％
０９９ ＨＥ ４０１ ２６，４８１ １０３ ７，７２９ ２９．２％ ２８８ １５，７６１ ５９．５％ ０ ０ ０．０％ １０ ２，９９１ １１．３％
０９９ ＩＥ ２６２ １５，１６７ ７３ ４，８３４ ３１．９％ １８５ ９，８４３ ６４．９％ ０ ０ ０．０％ ４ ４９０ ３．２％
０９９ ＪＥ ２１５ １２，１８７ ５０ ２，８５４ ２３．４％ １６０ ８，１７４ ６７．１％ １ １２８ １．１％ ４ １，０３１ ８．５％
０９９ ＫＥ １９４ ７，１６０ ３８ １，７３０ ２４．２％ １５３ ４，８２８ ６７．４％ １ ３８ ０．５％ ２ ５６４ ７．９％
０９９ ＬＥ ２５ １，３６２ １０ ３２４ ２３．８％ １５ １，０３８ ７６．２％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％
０９９ ＥＦ ６３４ ３３，４３９ ２００ １２，０６０ ３６．１％ ４２８ ２０，１８３ ６０．４％ １ ６８ ０．２％ ５ １，１２８ ３．４％
０９９ ＦＦ １，３４６ ５８，４６０ ３２３ １８，３３７ ３１．４％ １，００７ ３６，４１０ ６２．３％ １ １３８ ０．２％ １５ ３，５７５ ６．１％
０９９ ＧＦ ５，６３０ １９６，５６７ ８３８ ５２，６３６ ２６．８％ ４，７５１ １３４，５６０ ６８．５％ ５ ３１９ ０．２％ ３６ ９，０５２ ４．６％
０９９ ＨＦ ３１３ ２２，２７０ １０６ ７，９８２ ３５．８％ １９７ １２，３８０ ５５．６％ ２ １３９ ０．６％ ８ １，７６９ ７．９％
０９９ ＩＦ １７３ １０，７３７ ４０ ２，５６３ ２３．９％ １２９ ７，２８６ ６７．９％ １ ４３ ０．４％ ３ ８４５ ７．９％
０９９ ＪＦ １，２９３ ６１，９０５ ３９４ １９，５８４ ３１．６％ ８８５ ４０，２６７ ６５．０％ ３ ３１８ ０．５％ １１ １，７３６ ２．８％
０９９ ＫＦ １５２ ８，７０７ ５４ ４，０１８ ４６．１％ ９５ ３，９５５ ４５．４％ ０ ０ ０．０％ ３ ７３４ ８．４％
０９９ ＬＦ １，１３５ ５０，３３１ ２９１ １２，６９３ ２５．２％ ８２２ ３３，３６２ ６６．３％ ０ ０ ０．０％ ２２ ４，２７６ ８．５％
０９９ ＭＦ １，０３４ ４４，４２６ ３０７ １４，１５５ ３１．９％ ７１１ ２７，３８５ ６１．６％ ５ ４０４ ０．９％ １１ ２，４８２ ５．６％
０９９ ＮＦ ８６ ５，９８５ １８ ８２４ １３．８％ ６６ ４，７２９ ７９．０％ ０ ０ ０．０％ ２ ４３２ ７．２％
０９９ ＯＦ ３０９ １９，４９１ ６１ ３，７５３ １９．３％ ２４４ １４，９５０ ７６．７％ ０ ０ ０．０％ ４ ７８８ ４．０％
０９９ ＧＧ ２，５６２ １２０，６４７ ５８１ ３２，４９１ ２６．９％ １，９４７ ８０，０２２ ６６．３％ ８ １，３５１ １．１％ ２６ ６，７８３ ５．６％
０９９ ＨＧ ４１８ ２８，４４３ ８４ ５，８５１ ２０．６％ ３２０ １７，９１２ ６３．０％ ０ ０ ０．０％ １４ ４，６８０ １６．５％
０９９ ＩＧ ４７５ ２３，３５７ ２ １８８ ０．８％ １６８ ７，７４２ ３３．１％ ２９１ １１，７４２ ５０．３％ １４ ３，６８５ １５．８％
０９９ ＪＧ ４６２ ２０，７７６ １２１ ５，５４１ ２６．７％ ３３３ １３，６９９ ６５．９％ ０ ０ ０．０％ ８ １，５３６ ７．４％
０９９ ＫＧ ７ ７０４ ２ ５０ ７．１％ ５ ６５４ ９２．９％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％
０９９ ＬＧ ２９４ １４，６２１ ８４ ５，０２５ ３４．４％ ２０５ ８，４９２ ５８．１％ １ ５８ ０．４％ ４ １，０４６ ７．２％
０９９ ＭＧ ２，３９０ １０９，１３７ ６３０ ３１，１６３ ２８．６％ １，７４８ ７６，１５３ ６９．８％ １ ５０ ０．０％ １１ １，７７１ １．６％
０９９ ＮＧ １３７ １０，０６７ ２８ １，７７１ １７．６％ １０６ ５，７９０ ５７．５％ ０ ０ ０．０％ ３ ２，５０６ ２４．９％
０９９ ＯＧ ４９２ ３０，１６２ １３７ ７，９６４ ２６．４％ ３４３ １８，６４６ ６１．８％ １ ３４９ １．２％ １１ ３，２０３ １０．６％
０９９ ＰＧ １２１ ８，８９７ ３２ ２，４９４ ２８．０％ ８３ ４，２８４ ４８．２％ ０ ０ ０．０％ ６ ２，１１９ ２３．８％
０９９ ＱＧ １１３ ６，７７８ ２８ １，８９６ ２８．０％ ８４ ４，５０４ ６６．５％ ０ ０ ０．０％ １ ３７８ ５．６％
０９９ ＧＨ ３６６ １８，７９２ ６９ ４，０８７ ２１．７％ ２８９ １３，４３７ ７１．５％ ２ ３ ０．０％ ６ １，２６５ ６．７％
０９９ ＨＨ ２０９ １２，３６５ ５４ ３，４８３ ２８．２％ １５２ ８，０１２ ６４．８％ ０ ０ ０．０％ ３ ８７０ ７．０％
０９９ ＩＨ ８０ １１，２２２ ３２ １，３１５ １１．７％ ４６ ２，６０１ ２３．２％ ０ ０ ０．０％ ２ ７，３０６ ６５．１％
０９９ ＪＨ ２１ ８７１ ５ ２１５ ２４．７％ １６ ６５６ ７５．３％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％
０９９ ＭＨ ３３ ２，３１４ １１ １，０２４ ４４．３％ ２２ １，２９０ ５５．７％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％
０９９ ＮＨ １９ １，０８２ ７ ３９８ ３６．８％ １１ ５２４ ４８．４％ １ １６０ １４．８％ ０ ０ ０．０％
０９９ ＯＨ ４７３ ３０，４２０ ９７ ６，１２４ ２０．１％ ３７４ ２３，９８８ ７８．９％ ０ ０ ０．０％ ２ ３０８ １．０％
０９９ ＰＨ ５９２ ３３，６７９ １４９ ９，０８４ ２７．０％ ４３６ ２３，５１２ ６９．８％ １ ２７ ０．１％ ６ １，０５６ ３．１％
０９９ ＱＨ ５０ ３，３２３ １９ １，０１８ ３０．６％ ２８ １，８７６ ５６．５％ １ ２５ ０．８％ ２ ４０４ １２．２％
セ７２ １Ａ ２８０ １４，１０３ ６０ ３，６０１ ２５．５％ ２１９ １０，３４３ ７３．３％ ０ ０ ０．０％ １ １５９ １．１％
セ７２ １Ｂ ４５３ ２６，３７６ １３３ ７，５１２ ２８．５％ ３１６ １７，６７７ ６７．０％ ０ ０ ０．０％ ４ １，１８７ ４．５％
セ７２ １Ｃ ９７３ ５１，６８７ ３３６ ２０，５９２ ３９．８％ ６２４ ２８，３３１ ５４．８％ ３ ２８６ ０．６％ １０ ２，４７８ ４．８％
セ７２ ２Ａ １，４０４ ７１，７５０ ３７３ ２１，２４２ ２９．６％ １，０２０ ４７，４１６ ６６．１％ ０ ０ ０．０％ １１ ３，０９２ ４．３％
セ７２ ２Ｂ ２，０６４ １１７，６００ ５２４ ３２，５１０ ２７．６％ １，５０８ ７８，５３２ ６６．８％ １ １０９ ０．１％ ３１ ６，４４９ ５．５％
セ７２ ２Ｃ ９４ ７，５０２ ２１ １，６８４ ２２．４％ ７３ ５，８１８ ７７．６％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％
セ７２ ３Ａ ３，４２８ １４１，０５４ ６８４ ４３，６４４ ３０．９％ ２，７１２ ９１，１９９ ６４．７％ ０ ０ ０．０％ ３２ ６，２１１ ４．４％
セ７２ ３Ｂ ９３７ ４６，８７４ ２４７ １５，０５１ ３２．１％ ６７６ ２９，７７４ ６３．５％ １ ７４ ０．２％ １３ １，９７５ ４．２％
セ７２ ４Ａ １８２ １０，８１３ ４７ ２，７４４ ２５．４％ １２６ ６，４１７ ５９．３％ ０ ０ ０．０％ ９ １，６５２ １５．３％
セ７２ ４Ｂ ６８ ２，６９３ １３ ４９８ １８．５％ ５３ １，３９５ ５１．８％ ０ ０ ０．０％ ２ ８００ ２９．７％
セ７３ Ｃ３ ４ １，４０７ ０．０％ ４ １，４０７ １００．０％ ０．０％ ０．０％
セ７３ Ｄ２ １ ４７ ０．０％ ０．０％ ０．０％ １ ４７ １００．０％
セ７３ Ｄ３ １ １２ １ １２ １００．０％ ０．０％ ０．０％ ０．０％
セ７３ Ｄ４ ５０ ４，１４９ １８ ９５０ ２２．９％ ２４ １，８７３ ４５．１％ ０．０％ ８ １，３２６ ３２．０％
セ７３ Ｄ１４ ２ ９２ １ ５ ５．４％ ０．０％ ０．０％ １ ８７ ９４．６％
セ７３ Ｅ４ ５ １７８ ２ ２５ １４．０％ ０．０％ ０．０％ ３ １５３ ８６．０％
セ７３ Ｅ５ ５ ６７８ ２ １６６ ２４．５％ ２ ３９５ ５８．３％ ０．０％ １ １１７ １７．３％
セ７３ Ｅ区 ５ ５５ ５ ５５ １００．０％ ０．０％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｂ－６ １１ １，６５７ ４ ６６０ ３９．８％ ３ ２３０ １３．９％ ３ ４５０ ２７．２％ １ ３１７ １９．１％
セ２８ Ｂ－７ ２２ ２，７２０ ９ １，３２５ ４８．７％ １０ １，０７５ ３９．５％ ３ ３２０ １１．８％ ０．０％
セ２８ Ｃ－７ ２８ ４，３７０ １２ ２，３３０ ５３．３％ １６ ２，０４０ ４６．７％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｃ－８ ３６ ５，８９１ １１ １，４５０ ２４．６％ １９ ２，５２０ ４２．８％ ０．０％ ６ １，９２１ ３２．６％
セ２８ Ｄ－８ ２９０ ２６，０５８ ９２ ８，３９５ ３２．２％ １７３ １１，７２５ ４５．０％ １１ １，３３０ ５．１％ １４ ４，６０８ １７．７％
セ２８ Ｄ－１０ ２６ ３，６７７ ６ ９８０ ２６．７％ １７ ２，０１０ ５４．７％ ０．０％ ３ ６８７ １８．７％
セ２８ Ｅ－８ ７４ ５，６６２ ２４ ２，１９０ ３８．７％ ４４ ２，４４０ ４３．１％ ２ ２４０ ４．２％ ４ ７９２ １４．０％
セ２８ Ｆ－１３ ２ ９０ ０．０％ ２ ９０ １００．０％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｇ－８ ９７ １０，０１５ ２７ ３，５４０ ３５．３％ ５１ ４，３１０ ４３．０％ １６ ２，０３０ ２０．３％ ３ １３５ １．３％
セ２８ Ｇ－９ １９２ ２７，７３３ ４４ ５，８４５ ２１．１％ １２７ １７，６１０ ６３．５％ ９ １，１８０ ４．３％ １２ ３，０９８ １１．２％
セ２８ Ｇ－１０ ４５ ２，７８０ ８ ５３０ １９．１％ ３５ ２，１３０ ７６．６％ ２ １２０ ４．３％ ０．０％
セ２８ Ｇ－１０～Ｈ－１０ ２１５ １４，９２９ ５５ ４，５４０ ３０．４％ １４８ ９，０３０ ６０．５％ ９ ６９０ ４．６％ ３ ６６９ ４．５％
セ２８ Ｇ－１１ ４１ ３，５２０ １２ １，０９０ ３１．０％ ２９ ２，４３０ ６９．０％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｇ－１１，Ｈ－１１ ７ １，３４１ ０．０％ ３ ３５０ ２６．１％ １ １８０ １３．４％ ３ ８１１ ６０．５％
セ２８ Ｇ－１２ ７６ ８，７０６ ２３ ３，２２０ ３７．０％ ４６ ４，１６５ ４７．８％ ０．０％ ７ １，３２１ １５．２％
セ２８ Ｇ－１３ １１０ １８，１７４ ３２ ４，７１５ ２５．９％ ６７ ７，８６０ ４３．２％ ３ ３５０ １．９％ ８ ５，２４９ ２８．９％
セ２８ Ｇ－１４ ４８ ２，４２３ １９ ８００ ３３．０％ ２８ １，４２０ ５８．６％ ０．０％ １ ２０３ ８．４％
セ２８ Ｇ－１５ １２１ ６，９６５ ６０ ３，９７０ ５７．０％ ６１ ２，９９５ ４３．０％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｇ－１６ ６ ２６０ ２ ６０ ２３．１％ ４ ２００ ７６．９％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｇ－１７ ２８ ２，６２０ ６ １，０９０ ４１．６％ ２２ １，５３０ ５８．４％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｇ－１８ １４ １，９６７ ５ ５１０ ２５．９％ ８ １，２９０ ６５．６％ ０．０％ １ １６７ ８．５％
セ２８ Ｇ－１９ ２５５ １１，３００ １２２ ６，０００ ５３．１％ １３３ ５，３００ ４６．９％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｈ－６ ３４８ １４，３７７ １３２ ５，４７０ ３８．０％ ６９ ２，７１０ １８．８％ １４４ ５，５６０ ３８．７％ ３ ６３７ ４．４％
セ２８ Ｈ－７ １，３４３ ７３，６７１ ５３１ ３０，４８０ ４１．４％ ４２８ ２０，２００ ２７．４％ ３７５ ２０，７８０ ２８．２％ ９ ２，２１１ ３．０％
セ２８ Ｈ－８ ４，１９５ ２０６，５７４ １，０３３ ６４，３２３ ３１．１％ ２，６５７ １０９，３７０ ５２．９％ ４４０ ２２，７１０ １１．０％ ６５ １０，１７１ ４．９％
セ２８ Ｈ－９ ４，３４４ ２２３，８９０ ７４９ ４８，１１０ ２１．５％ ３，３９５ １５３，４３０ ６８．５％ １３８ １２，２６０ ５．５％ ６２ １０，０９０ ４．５％
セ２８ Ｈ－１０ ６９３ ５４，５３６ １４１ １４，３００ ２６．２％ ４７４ ３１，２００ ５７．２％ ４８ ３，０４０ ５．６％ ３０ ５，９９６ １１．０％

表４６　包含層出土礫集計（大グリッド別）
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調査区 大グリッド 合計 被熱 無被熱自然礫 礫石器赤色化 黒・灰色化
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 比率 点数 重量（ｇ） 比率 点数 重量（ｇ） 比率 点数 重量（ｇ） 比率

セ２８ Ｈ－１１ ６４８ ５２，３２４ １９３ １６，３６０ ３１．３％ ４１７ ２８，６４８ ５４．８％ １７ １，９６０ ３．７％ ２１ ５，３５６ １０．２％
セ２８ Ｈ－１２ １，６７７ ７１，９４１ ５１７ ２７，４２０ ３８．１％ １，１２３ ４１，４６０ ５７．６％ ３１ １，９１０ ２．７％ ６ １，１５１ １．６％
セ２８ Ｈ－１３ １，４４８ ７２，７８０ ３７７ ２５，２５５ ３４．７％ １，０４２ ４２，４９０ ５８．４％ １３ １，００５ １．４％ １６ ４，０３０ ５．５％
セ２８ Ｈ－１４ ４７９ ２６，６５２ ９４ ７，１８０ ２６．９％ ３７２ １７，１３０ ６４．３％ ５ ５７０ ２．１％ ８ １，７７２ ６．６％
セ２８ Ｈ－１５ ８８０ ４９，３７４ ３３０ ２０，５００ ４１．５％ ５４６ ２８，２８０ ５７．３％ １ ５０ ０．１％ ３ ５４４ １．１％
セ２８ Ｈ－１６ ２９２ １２，８１８ ７８ ３，８００ ２９．６％ ２０９ ７，９９０ ６２．３％ １ ３０ ０．２％ ４ ９９８ ７．８％
セ２８ Ｈ－１７ １２５ ８，３００ ５５ ３，６８０ ４４．３％ ７０ ４，６２０ ５５．７％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｈ－１８ ６９ ４，０５５ ３０ ２，１６０ ５３．３％ ３８ １，８９０ ４６．６％ ０．０％ １ ５ ０．１％
セ２８ Ｈ－１９ ２２７ １２，２７０ １２０ ６，６００ ５３．８％ １０７ ５，６７０ ４６．２％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｉ－５ １３ ４８７ １０ ３５０ ７１．９％ ２ １２０ ２４．６％ ０．０％ １ １７ ３．５％
セ２８ Ｉ－６ １，４２８ １０６，４３２ ６０２ ４８，３８０ ４５．５％ ３８７ ２３，６１０ ２２．２％ ４１６ ３０，６００ ２８．８％ ２３ ３，８４２ ３．６％
セ２８ Ｉ－７ ３，７７８ １６９，５７１ １，４５９ ７４，７２０ ４４．１％ １，７８７ ６８，８４０ ４０．６％ ５１４ ２２，９４０ １３．５％ １８ ３，０７１ １．８％
セ２８ Ｉ－８ １，４６４ １００，３６６ ５０５ ３５，９２４ ３５．８％ ８０８ ５０，５３０ ５０．３％ １２５ ９，３２０ ９．３％ ２６ ４，５９２ ４．６％
セ２８ Ｉ－９ ２，６１４ １３８，６７０ ５４４ ３９，９１０ ２８．８％ １，９５０ ８８，９１０ ６４．１％ ９８ ５，９９０ ４．３％ ２２ ３，８６０ ２．８％
セ２８ Ｉ－１０ ２，４８８ １３７，５３１ ５２０ ３５，６００ ２５．９％ １，８７４ ８８，６７０ ６４．５％ ５３ ３，５５５ ２．６％ ４１ ９，７０６ ７．１％
セ２８ Ｉ－１１ ７６７ ５４，７６３ １８８ １５，０４５ ２７．５％ ５４２ ３３，２５０ ６０．７％ １９ ２，５９０ ４．７％ １８ ３，８７８ ７．１％
セ２８ Ｉ－１２ ２，１４５ １３６，４７０ ６２７ ４５，７５０ ３３．５％ １，４４３ ８１，７７５ ５９．９％ ４３ ２，５３０ １．９％ ３２ ６，４１５ ４．７％
セ２８ Ｉ－１３ ６５１ ５１，４９１ ２０１ １９，３８０ ３７．６％ ４２６ ２８，３５２ ５５．１％ １４ １，４２５ ２．８％ １０ ２，３３４ ４．５％
セ２８ Ｉ－１４ １，１１０ ６１，５９８ ４２８ ２５，６８０ ４１．７％ ６６７ ３２，９７０ ５３．５％ ４ ４７０ ０．８％ １１ ２，４７８ ４．０％
セ２８ Ｉ－１５ ８５４ ３２，６８９ ２１６ １０，０６５ ３０．８％ ６２５ ２０，９１０ ６４．０％ ８ ３６０ １．１％ ５ １，３５４ ４．１％
セ２８ Ｊ－６ ４４２ ２２，８３３ １８９ １０，５５０ ４６．２％ ７８ ４，１３０ １８．１％ １７０ ７，５２０ ３２．９％ ５ ６３３ ２．８％
セ２８ Ｊ－７ １４４ ６，５７７ ６３ ３，８８０ ５９．０％ ６７ ２，３３０ ３５．４％ １３ ３６０ ５．５％ １ ７ ０．１％
セ２８ Ｊ－８ １，４５９ ６８，７７１ ３３９ １９，４５０ ２８．３％ ９９４ ４１，６３０ ６０．５％ １１２ ５，６２０ ８．２％ １４ ２，０７１ ３．０％
セ２８ Ｊ－９ １，１４５ ７０，１０５ １６９ １５，６５０ ２２．３％ ９０１ ４５，８５５ ６５．４％ ４６ ３，３３０ ４．８％ ２９ ５，２７０ ７．５％
セ２８ Ｊ－１０ ３，６８９ １７５，７４１ ６２７ ３９，５２０ ２２．５％ ２，９４５ １２５，９７０ ７１．７％ ８２ ５，５２０ ３．１％ ３５ ４，７３１ ２．７％
セ２８ Ｊ－１１ ３０７ ２８，５８３ ９８ ７，５９０ ２６．６％ １８１ １４，１１０ ４９．４％ ９ １，３７０ ４．８％ １９ ５，５１３ １９．３％
セ２８ Ｊ－１２ ９８８ ５３，２８６ ３３１ １８，８４０ ３５．４％ ６３６ ３０，９２０ ５８．０％ ５ ６１０ １．１％ １６ ２，９１６ ５．５％
セ２８ Ｊ－１３ ７５２ ５０，００８ ２７１ １９，４３５ ３８．９％ ４５７ ２８，３１０ ５６．６％ １８ １，３７０ ２．７％ ６ ８９３ １．８％
セ２８ Ｊ－１４ ６５３ ３６，０７７ ２１５ １３，７３０ ３８．１％ ４３２ ２１，６５０ ６０．０％ ３ ２６０ ０．７％ ３ ４３７ １．２％
セ２８ Ｊ－１５ ２４４ １３，７８７ ７７ ４，５７０ ３３．１％ １６４ ８，２２０ ５９．６％ ０．０％ ３ ９９７ ７．２％
セ２８ Ｋ－６ ２５４ １５，８４６ １０６ ６，６００ ４１．７％ ９４ ５，２７０ ３３．３％ ５３ ３，７００ ２３．３％ １ ２７６ １．７％
セ２８ Ｋ－７ ３５３ ２０，８８８ １３１ ７，９６０ ３８．１％ １５２ ７，５３０ ３６．０％ ６３ ４，１５０ １９．９％ ７ １，２４８ ６．０％
セ２８ Ｋ－８ １，８７１ ７８，８３１ ３７５ １７，６８０ ２２．４％ １，３２７ ５２，１４０ ６６．１％ １６１ ７，３５０ ９．３％ ８ １，６６１ ２．１％
セ２８ Ｋ－９ ２，１１４ ９１，８２０ ３００ １８，１９０ １９．８％ １，７５５ ６９，２４０ ７５．４％ ４７ ２，２４０ ２．４％ １２ ２，１５０ ２．３％
セ２８ Ｋ－１０ ３，７３８ １９５，８１１ ９５５ ５５，５７０ ２８．４％ ２，７１７ １３４，０６５ ６８．５％ ４５ ２，６１０ １．３％ ２１ ３，５６６ １．８％
セ２８ Ｋ－１１ ３２ ３，２１３ ９ ７６０ ２３．７％ ２１ １，３７０ ４２．６％ ０．０％ ２ １，０８３ ３３．７％
セ２８ Ｋ－１２ ２６０ １１，３７４ ９２ ４，４９０ ３９．５％ １５５ ６，１３０ ５３．９％ １０ ４８０ ４．２％ ３ ２７４ ２．４％
セ２８ Ｋ－１３ １１２ ３，９１０ ３１ １，３５０ ３４．５％ ８０ ２，４７０ ６３．２％ １ ９０ ２．３％ ０．０％
セ２８ Ｋ－１４ ９７ ７，０４４ ５３ ４，３２０ ６１．３％ ４１ ２，５７４ ３６．５％ ３ １５０ ２．１％ ０．０％
セ２８ Ｋ－１９ ２ １５０ ２ １５０ １００．０％ ０．０％ ０．０％ ０．０％
セ２８ Ｌ－９ ８９４ ４２，９１０ １５９ ８，８５０ ２０．６％ ７２６ ３２，８６０ ７６．６％ ６ ４４０ １．０％ ３ ７６０ １．８％
セ２８ Ｌ－１０ ２，１９３ １１３，９０５ ４３８ ２６，０００ ２２．８％ １，７１０ ８４，３００ ７４．０％ ３５ ２，１２０ １．９％ １０ １，４８５ １．３％
セ２８ Ｌ－１１ ９ ４３０ ５ ２３０ ５３．５％ ４ ２００ ４６．５％ ０．０％ ０．０％
セ２８ 不明・表採 ３８２ １２，７２８ ９８ ４，９００ ３８．５％ ２７７ ６，７８０ ５３．３％ ２ ５５ ０．４％ ５ ９９３ ７．８％
セ５４ Ｇ１９ ３５ ８６１ ４ １７５ ２０．３％ ３１ ６８６ ７９．７％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｇ２０ ７３ ４，８８０ ８ ５７３ １１．７％ ６３ ３，５９８ ７３．７％ ０．０％ ２ ７０９ １４．５％
セ５４ Ｇ２１ １３ ５７３ ０．０％ １３ ５７３ １００．０％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｈ１６ ２７ １，６５８ ４ ３２７ １９．７％ ２２ １，１８８ ７１．７％ ０．０％ １ １４３ ８．６％
セ５４ Ｈ１７ ６４ ３，４２７ １７ １，４８３ ４３．３％ ４７ １，９４４ ５６．７％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｈ１８ ４１ １，６８２ １３ ７２１ ４２．９％ ２８ ９６１ ５７．１％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｈ１９ ５ ３２７ ２ １３０ ３９．８％ ３ １９７ ６０．２％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｈ２０ １３２ ６，３９５ ４６ ２，４０２ ３７．６％ ８４ ３，８９０ ６０．８％ ０．０％ ２ １０３ １．６％
セ５４ Ｈ２１ ３２ １，８０６ ６ ３９５ ２１．９％ ２６ １，４１１ ７８．１％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｈ２２ ４ １２０ ０．０％ ４ １２０ １００．０％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｉ１２ １３１ ２，９８４ ３２ ６９１ ２３．２％ ９８ ２，２７４ ７６．２％ ０．０％ １ １９ ０．６％
セ５４ Ｉ１５ ３ １０５ ０．０％ ３ １０５ １００．０％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｉ１６ ７４ ４，３４１ ２７ １，８９９ ４３．７％ ４７ ２，４４２ ５６．３％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｉ１７ ３０８ １６，９４１ ５５ ３，０７２ １８．１％ ２４６ １２，０１６ ７０．９％ １ ２９６ １．７％ ６ １，５５７ ９．２％
セ５４ Ｉ１８ ４９ ２，１００ １４ ６９０ ３２．９％ ３３ １，２９１ ６１．５％ ０．０％ ２ １１９ ５．７％
セ５４ Ｉ１９ ６３ ２，７８２ １６ ６８２ ２４．５％ ４７ ２，１００ ７５．５％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｉ２０ ８８ ４，５４１ ３０ １，５１６ ３３．４％ ５６ ２，５４４ ５６．０％ ０．０％ ２ ４８１ １０．６％
セ５４ Ｉ２１ ４３ ２，０７５ １５ ５９２ ２８．５％ ２７ ８２０ ３９．５％ ０．０％ １ ６６３ ３２．０％
セ５４ Ｊ１７ ３７ １，８７１ １３ ８０６ ４３．１％ ２４ １，０６５ ５６．９％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｊ１８ ５６ ３，６９８ ２４ １，１６１ ３１．４％ ３２ ２，５３７ ６８．６％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｊ１９ ７６ ２，４９９ １５ ５９０ ２３．６％ ６１ １，９０９ ７６．４％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｊ２０ ３７ １，４０７ １０ ４９９ ３５．５％ ２７ ９０８ ６４．５％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｊ２１ ２４ １，５９５ ８ ３１２ １９．６％ １６ １，２８３ ８０．４％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｋ１７ ５６ ３，０７４ １５ ９０５ ２９．４％ ４０ ２，０２８ ６６．０％ ０．０％ １ １４１ ４．６％
セ５４ Ｋ１８ ８２０ ４５，４９０ ２９４ １６，７１７ ３６．７％ ５２２ ２７，９７３ ６１．５％ ０．０％ ４ ８００ １．８％
セ５４ Ｋ１９ ５８３ ３３，１９８ １８７ １１，００７ ３３．２％ ３９２ ２０，９６９ ６３．２％ １ １３３ ０．４％ ３ １，０８９ ３．３％
セ５４ Ｋ２０ ６９ ３，６７０ ４１ ２，２５４ ６１．４％ ２７ １，２４８ ３４．０％ ０．０％ １ １６８ ４．６％
セ５４ Ｋ２１ １０５ ５，３３３ ６７ ３，３６８ ６３．２％ ３７ １，９０１ ３５．６％ ０．０％ １ ６４ １．２％
セ５４ Ｋ２２ ５５ ２，４７８ ２２ ９９８ ４０．３％ ３３ １，４８０ ５９．７％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｌ１７ ２５ ８５３ １２ ６１４ ７２．０％ １３ ２３９ ２８．０％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｌ１８ １０４ ６，５２５ ５８ ３，４３９ ５２．７％ ４５ ３，０１６ ４６．２％ ０．０％ １ ７０ １．１％
セ５４ Ｌ１９ ２１１ １１，９６９ ８０ ５，１５３ ４３．１％ １３０ ６，０６８ ５０．７％ ０．０％ １ ７４８ ６．２％
セ５４ Ｌ２０ ５４８ ２５，００５ １７８ ９，５４３ ３８．２％ ３６５ １４，６２２ ５８．５％ ０．０％ ５ ８４０ ３．４％
セ５４ Ｌ２１ ４２９ １９，１９１ １６２ ７，４２２ ３８．７％ ２６５ １１，７０２ ６１．０％ ０．０％ ２ ６７ ０．３％
セ５４ Ｌ２２ ７２ ３，７９１ ９ ４０１ １０．６％ ６１ ２，９７８ ７８．６％ １ ９９ ２．６％ １ ３１３ ８．３％
セ５４ Ｍ１９ １７ ８５９ ２ １８１ ２１．１％ １５ ６７８ ７８．９％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｍ２０ ５ ２５３ ０．０％ ５ ２５３ １００．０％ ０．０％ ０．０％
セ５４ Ｍ２１ ２２ １，６３７ ４ ２２４ １３．７％ １７ ９６１ ５８．７％ ０．０％ １ ４５２ ２７．６％
セ５４ Ｍ２２ ９７ ４，９４８ ２６ １，５６３ ３１．６％ ７１ ３，３８５ ６８．４％ ０．０％ ０．０％

ＳＷ８３ ＭＨ ５２ １，０９９ １０ ２０２ １８．４％ ４２ ８９７ ８１．６％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％
ＳＷ８３ ＮＨ １３９ ３，６７５ ２９ ７６７ ２０．９％ １０８ ２，７２９ ７４．３％ ０ ０ ０．０％ ２ １７９ ４．９％
ＳＷ８３ ＯＨ ５９ １，９４９ ２７ １，１３８ ５８．４％ ３１ ８１０ ４１．６％ ０ ０ ０．０％ １ １ ０．１％
ＳＷ８３ ＰＨ １ ３３ ０ ０ ０．０％ １ ３３ １００．０％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％
ＳＷ８３ ＮＩ ９６６ ３０，７７６ ２７１ ９，５８５ ３１．１％ ６８８ １９，８５２ ６４．５％ ０ ０ ０．０％ ７ １，３３９ ４．４％
ＳＷ８３ ＭＩ ２８ １，１６５ １０ ５０３ ４３．２％ １８ ６６２ ５６．８％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％
ＳＷ８３ ＯＩ ６５７ ３２，３９６ ２０５ １０，２４２ ３１．６％ ４４５ ２０，５４０ ６３．４％ ０ ０ ０．０％ ７ １，６１４ ５．０％
ＳＷ８３ ＯＪ ７２ ４，９７３ ２４ １，１４１ ２２．９％ ４５ ３，１２８ ６２．９％ ０ ０ ０．０％ ３ ７０４ １４．２％
ＳＷ８３ ＰＪ ８７ ５，９６７ ２２ １，４４３ ２４．２％ ６４ ４，４０８ ７３．９％ ０ ０ ０．０％ １ １１６ １．９％
ＳＷ８３ ＮＫ １２０ ６，３３５ １６ ９９０ １５．６％ １０４ ５，３４５ ８４．４％ ０ ０ ０．０％ ０ ０ ０．０％
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第２節　土製品

　土製品は総数１６点、うちわけは土器片錘・玦状耳飾・土版などである（表４７・第８９６図）。
土器片錘
　セ７２区から１点、０９９区から２点の計３点が出土しているにすぎない（１～３）。土器片錘が多く出
土する中期末から後期前葉が、本遺跡では遺構・包含層ともに極めて希薄だったことによるとみられ
る。１は完形品で、最大長６５㎜・最大幅３８㎜・最大厚１６㎜・重さ４６．３ｇをはかる。土器片周囲はよく
研磨整形され、紐かけ用の抉りもしっかりしている。
玦状耳飾
　０９９区から６点、セ２８区から１点、ＴＪ区から１点、セ５４区から１点の計９点が出土している（４
～１２）。０９９区に多く出土しているのは、この区域に玦状耳飾が多く出土する前期の包含層が他の地区
より顕著だったためとみられる。完形のものはないが、全体の形状をうかがえるものは多い。サイズ
的には、最大長は３０～４０㎜程度である。比較的扁平なものが多いが、６のようにやや厚いものもあ
る。断面形は方形を基本とするが、１１のように三角形を呈するものもある。また、４・５には側面に
刻みが付され、６ではサメの椎骨のように楕円形の深い抉り込みが入れられ、装飾効果を高めている。
土版
　０６４区から１点出土している（１４）。現存最大長４４㎜・最大幅５４㎜・最大厚１５㎜を測る。表裏面に浅
く細い沈線による曲線文が描かれる。また上端部二箇所に小孔がある。形態からみて晩期にみられ
る土版と考えられるが、当該期の遺物は遺跡全体を通じてもほどんど出土していない。とくに０６４区
は、縄文期の遺構や包含層自体が希薄であったため、この土版は忽然と出土した感が否めない。
未詳土製品
　１３は、粘土塊がそのまま焼成されたような形状で、器体中央の穿孔も意図的とは考えづらい形状で
ある。１５・１６は円形もしくは楕円形になるとみられる扁平な板状の製品である。表裏面や側面の面取
り整形は丁寧で、焼成も良好である。

表４７　包含層出土土製品属性表
挿図№ 報告№ 調査地区 グリッド他 上層遺構 採り上げ№ 層位 種別 残存状況 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（㎜） 重量（ｇ） 備考

８９６ １ セ７２ ４A－０１ 　 　 　 土器片錘 完形 ６５ ３８ １６ ４６．３ 　
８９６ ２ ０９９ GF－C 　 　 　 土器片錘 半欠 (４１) (３９) ９ ２１．３ 　
８９６ ３ ０９９ GE－１００ 　 　 　 土器片錘 半欠 (４３) (４９) １１ １６．１ 　
８９６ ４ ０９９ OG－１７ 　 　 　 玦状耳飾 半欠 ４２ (３２) １４ １３．７ 側面に刻み
８９６ ５ ０９９ PG－５１ 　 　 　 玦状耳飾 半欠 ３９ (３３) １２ ９．５ 側面に刻み

８９６ ６ ０９９ ４０８９ 弥生方形周
構墓 　 　 玦状耳飾 半欠 ３４ (１９) １７ ９．０ 側面二箇所の凹み

８９６ ７ ０９９ ４１０３ 方形区画遺
構 　 　 玦状耳飾 半欠 ３３ (１６) ８ ４．３ 　

８９６ ８ セ２８ K１２ 　 ０２ 　 玦状耳飾 破片 (３１) (１８) ９ ５．５ 　
８９６ ９ ０９９ ４０６５－A 方墳 　 　 玦状耳飾 半欠 ３４ (２１) １３ ８．８ 　
８９６ １０ TJ 　 　 　 表採 玦状耳飾 半欠 ４１ (２５) １４ １１．４ 　
８９６ １１ セ５４ I１７－１７ 　 　 　 玦状耳飾 半欠 (３６) (１９) １７ ７．５ 　
８９６ １２ ０９９ IG－５６～９０ 　 　 　 玦状耳飾 半欠 ４３ (２８) １５ １６．６ 　
８９６ １３ セ２８ H８ 　 　 　 不明 半欠 (３９) (５６) ２７ ４２．４ 　

８９６ １４ ０６４ １B－００ 　 ６００３ 　 土版 半欠 (４４) (５４) １５ ３３．０ 表裏面に沈線文あ
り

８９６ １５ ０９９ ４０６８－B 前方後円墳 　 　 不明 半欠 (４５) (３１) １１ １６．４ 　
８９６ １６ ０９９ D１０ 　 　 　 不明 半欠 (３５) (２１) １０ ６．０ 　
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第８９６図　包含層出土土製品実測図
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第３節　石器・石製品

はじめに
　ここで扱う石器・石製品は、遺物包含層中のものに加え、弥生・古墳時代の遺構（天神台遺跡上層）
覆土中や、古墳群の調査（諏訪台古墳群）に伴って古墳の墳丘・墳丘下の土層、周溝内などから出土
したものを含む。遺物包含層中からは多量の被熱した礫が出土しており、磨石など礫石器の類の多く
は、これら礫群に混じっていたものを発掘調査後に抽出したものである。上層遺構中出土の石器群に
ついては、その形態的特徴から縄文時代に帰属するものであることが明らかなものを、今回の報告で
扱うことにした。とくに剥片石器類については、総点数が多いことに加え形態が特徴的で良好な資料
が多く、後に刊行される諏訪台古墳群・天神台遺跡Ⅱで扱うより縄文篇でまとめたほうが適当と思わ
れたからである。ただし、諏訪台古墳群・天神台遺跡（上層）の整理作業は現在も進行中であるため、
一部の調査区については石器類の抽出と整理作業が完全でない。したがって、ここでは剥片類と礫石
器類を除く剥片石器類のみ掲載することにした。
出土石器の種類と概要
　調査区・グリッド別の石器組成を表４8に示した。石器は総数で３，５88点、このうち石鏃や楔形石器
など剥片石器類が１，００５点、剥片類が１，３１２点、磨石・敲石など礫石器類は１，２71点ある。剥片石器類
の中にはナイフ形石器や石刃等、旧石器時代もしくは縄文草創期のものとみられるもののほか、これ
らを再生して使用したと思われるものも含まれていた。また、石製品は、玦状耳飾・石棒など９点と
わずかなものに限られた。石器の帰属時期については、包含層中や上層遺構中出土のものであること
から不明と言わざるをえない。同地点から出土している土器類は、第２節で述べたように１グリッド
中から比率の差はあるにせよ早期から後期までの様々な時期のものを含んでいるため、そのいずれの
時期かの判断は難しい。ただし遺構の主体時期を見れば、早期後葉から前期前葉にほぼ限定されると
考えてよいだろう。
　以下、器種ごとにその特徴などについて記載していく。実測図については主だったものについて
器種ごとに第８９７図～１００３図に示し、上層遺構中のものについては調査地区ごとに器種順にまとめ第
１００４図～１０２９図に示した。それぞれの石器属性については表４9にまとめたが、実測図を掲載しなかっ
た資料については紙面の関係からここには掲載せず、そのすべてのデータを付録のＤＶＤ内に収録す
るかたちをとった。
尖頭器
　遺物包含層中から２４点（第８９７図１～１１・第８９８図１２～１８・第８９９図１９～２４）、上層遺構中から１５点
（第１００４図３・４、第１００７図６３・６４・６８・６９、第１０１１図１０６～１１０・第１０１２図１１１～１１４）、総数３９点が
出土している。出土地点別では、０９９地区とセ２８地区に多い傾向がある。形態的には木葉状の尖頭器
（第８９７図１・６など）や有舌尖頭器（第８９８図１７・１８など）、基部付近に両側から抉りを入れた特徴
的な形態のもの（第８９９図２１～２４、第１０１１図１０６・１０７）などがある。石材としては、黒曜石・頁岩・
珪質頁岩・無斑晶質安山岩・ガラス質安山岩などがある。第８９９図２２は、砂質頁岩製で最大長は７８．５
㎜を測る。第１０１１図１０６は、珪質頁岩製で最大長は１５５．０㎜を測る。基部から先端部にかけやや反りが
ある。第１０１１図１０７は、頁岩製で最大長は１３５．６㎜を測る。いずれの資料も基部近くの両側に抉りが入
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れられる。この箇所の調整は、明らかに後から加えられたものとみられることから、尖頭器を再調整
して使用したものである可能性が高い。
石鏃
　遺物包含層中から２２８点（第９００図２５～５５・第９０１図５６～８６・第９０２図８７～１１８・第９０３図１１９～１４９・第
９０４図１５０～１７６・第９０５図１７７～２０７・第９０６図２０８～２３９・第９０７図２４０～２５２）、上層遺構中から１６３点（第
１００４図１・２・５～２４・第１００５図２５～５１・第１００６図５２～５７・第１００７図７０～７５・第１００８図７６～８１・第
１０１２図１１５～１３６・第１０１３図１３７～１６８・第１０１４図１６９～１９９・第１０１５図２００～２０３、第１０２８図３４０～３４２、第
１０２９図３５２～３５５）、総数３９１点が出土している。出土地点別では、セ２８地区に多い傾向があり、その数
は２２２点と全体の５６％を占める量である。このうち、２０ｍ角の大グリッド単位出土数として、Ｈ８区
では２５点と他よりかなり多い。また、地区全体ではセ２８地区には及ばないものの、０６４地区では小区
域ながら１０４点と全体の２６％を占める数が出土しており、このうち５０ｍ角の大グリッド単位出土数と
して、２Ｃ区では２１点と他よりかなり多い。形態的には、有茎鏃はほとんどなく、凹基か平基の無茎
鏃である。サイズ的には最小８．３㎜・最大３７．６㎜・平均１７．７㎜、重量的には最小０．１ｇ・最大７．４ｇ・
平均１．２ｇを測る。石材としては、ガラス質安山岩・ガラス質黒色安山岩・珪質頁岩・頁岩・黒色緻
密質安山岩・黒曜石・チャート・無斑晶ガラス質安山岩など多種の石材が使用されている。
石鏃未製品
　遺物包含層中から４２点（第９０７図２５３～２６２・第９０８図２６３～２８０・第９０９図２８１～２９４）、上層遺構中から
２８点（第１００７図６５・第１００８図８２・第１０１５図２０４～２２１・第１０１６図２２２～２２６・第１０２８図３４３・３４４・第１０２９
図３５６）、総数７０点が出土している。出土地点別では、石鏃と同様にセ２８地区に多い傾向がある。形態
的には、表裏面の剥離、三角形状の形態への整形途中とみられる段階で止められた個体が多く、片面
に石材の自然面を残すものや、一部が整形作業の段階で破損してしまったものなどがみられる。
石錐
　遺物包含層中から３点（第９０９図２９５～２９７）、上層遺構中から３点（第１０１６図２２７～２２９）、総数６点
が出土している。いずれも握りの部分を意識した形態に仕上げられている。出土地点別では、セ２８地
区のみとなる。石材としては、チャート・黒曜石・珪質頁岩・ガラス質黒色安山岩・無斑晶質安山岩
がみられる。
角錐状石器
　遺物包含層中から１点出土している（第９１０図２９８）。最大長５６．６・最大幅２７．５・最大厚２４．１㎜を測
る。頁岩製で下端部は尖頭状、上端部には敲打痕が認められる。
彫器
　遺物包含層中から２点（第９１０図２９９・３００）、上層遺構中から２点（第１００９図８９・第１０２０図２７０）、総
数４点出土している。チャート製と黒曜石製がある。
石匙
　遺物包含層中から６点（第９１０図３０１～３０３・第９１１図３０４～３０６）が出土している。出土地点別では、
０９９地区とセ２８地区のみとなる。いずれも握りの部分を意識した形態に仕上げられている。３０２・３０３
が縦型、３０１・３０４・３０６が横型になろう。３０２と３０３は形態・サイズともに非常によく似たつくりであ
り、石材も同じ珪質頁岩を使用している。３０５はやや不定形な仕上げで上端部に打面も残ることか
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ら、完成に至らなかった未製品とみなした。石材としては、チャート・珪質頁岩・黒曜石がみられる。
掻器・スクレーパー
　遺物包含層中から１３点（第９１１図３０７～３１０、第９１２図３１１～３１７、第９１３図３１８）、上層遺構中から５点
（第１００８図８７、第１０２０図２７１～２７４）、総数１８点が出土している。出土地点別では、セ２８地区が１３点と
大半を占める。形態的には楕円形・円形を基調に多様で、大きさも最大長２１～７４㎜までと幅がある。
片面に石材の自然面を残すもの、扁平な礫の一部に付刃しただけのものもある。石材としては、無斑
晶質安山岩・安山岩・チャート・黒曜石・砂岩・無斑晶ガラス質安山岩・頁岩・砂質頁岩・菫青石ホ
ルンフェルスがみられる。
楔形石器
　遺物包含層中から５７点（第９１３図３１９～３２４、第９１４図３２５～３３３・第９１５図３３４～３４３・第９１６図３４４～
３５２・第９１７図３５３～３６４・第９１８図３６５～３７２）、上層遺構中から２５点（第１００６図５８～６０、第１００８図８３～
８５、第１０１６図２３０～２３７、第１０１７図２３８～２４２、第１０１９図２６４～２６９）、総数８２点が出土している。出土地
点別では、セ２８地区が６３点と大半を占める。楔形石器は、形態的には、剥片を使用し、表裏両面に明
確な上下方向からの剥離があり、それによって縦断面を楔状に整形し、一端に鋭い刃部を形成するも
ので、自然面は側面もしくは上端部の一部に見られるものを含む。全体形は方形もしくは長楕円形に
近く、サイズは２～３センチ程度のもの（典型的なもので、三本指で摘める程度の大きさ）とした。
石材としては、黒色緻密質安山岩・ガラス質黒色安山岩・無斑晶質安山岩・無斑晶ガラス質安山岩・
珪質頁岩・頁岩・黒曜石・チャート・菫青石ホルンフェルス・変質流紋岩・玉随などがみられる。
楔状石器
　遺物包含層中から６３点（第９１９図３７３～３８０・第９２０図３８１～３８９・第９２１図３９０～３９９・第９２２図４００～
４０７・第９２３図４０８～４１７・第９２４図４１８～４２４・第９２５図４２５～４２８）、上層遺構中から２３点（第１００８図８６、
第１０１７図２４３～２４６、第１０１８図２４７～２５５・第１０１９図２５６～２６３、第１０２８図３４５）、総数８６点が出土している。
　出土地点別では、セ２８地区が６８点と大半を占める。楔状石器は、形態的には、楔形石器として積極
的に認定する事がためらわれる要素を有するものとした。すなわち断面が楔状を呈するものの、片面
の大半が自然面で、主に片面だけの調整によっており、明確な上下剥離（両極打法による）が認定し
がたいもの、また扁平な自然礫の一端に刃部が見られ縦断面は楔状に見えるが、上部には明確な調整
がなく、打撃痕が見られるものなど。扁平な自然礫をそのまま用いるか縦割りにし、自然面は大きく
残したままで主に刃部周辺のみ両面からの剥離が観察でき、上部に打撃による剥離もしくは部分的な
調整のあるもので、４本指で摘める程度の大きさから片手で握れるほどのものも含むものとした。石
材としては、黒色緻密質安山岩・ガラス質安山岩・ガラス質黒色安山岩・無斑晶質安山岩・無斑晶ガ
ラス質安山岩・珪質頁岩・頁岩・チャート・玉随などがみられる。
両極石核・石核
　遺物包含層中から１５１点（第９２５図４２９・４３０、第９２６図４３１～４３５・第９２７図４３６～４４１・第９２８図４４２～
４４６・第９２９図４４７～４５３・第９３０図４５４～４５８・第９３１図４５９～４６４・第９３２図４６５～４７１）、上層遺構中から１４
点（第１００８図８８、第１０２３図３１１～３１４・第１０２４図３１５～３１７・第１０２５図３１９～３２３、第１０２８図３４７）、総数
１６５点が出土している。出土地点別では、各地区にみられるが、セ２８地区が５８点とやや多い。石材と
しては、黒曜石・チャート・珪質頁岩・緻密質安山岩・黒色緻密質安山岩・無斑晶質安山岩などがみ
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られる。自然礫の両端部が敲打によって剥離された両極石核、これが片側のみに行われた石核、さら
に礫の自然面が残らない程度に剥離加工がおこなわれたものなど形態差がある。
ＲＦ
　二次加工のある剥片類は、遺物包含層中から６２点（第９３３図４７２～４８３・第９３４図４８４～４９６・第９３５図４９７
～５１０図・第９３６図５１１～５２１・第９３７図５２２～５３３）、上層遺構中から３７点（第１００９図９０～９６・９８・９９）、総
数９９点が出土している。出土地点別では、セ２８地区が７７点と大半を占める。石材としては、黒曜石・
チャート・頁岩・珪質頁岩・黒色緻密質安山岩・無斑晶ガラス質安山岩・玉随・砂岩などがみられる。
ＵＦ
　使用痕の認められる剥片類は、遺物包含層中から１３点（第９３８図５３４～５４３、第９３９図５４４～５４６）、上
層遺構中から９点（第１００９図９７、第１０２２図３０２～３０９）、総数２２点が出土している。出土地点別では、
セ２８地区が１７点と大半を占める。石材としては、黒曜石・チャート・頁岩などがみられる。
剥片類
　剥片類は多量に出土している。ただし、発掘調査中に抽出できるものとなると概ね１０㎜以上の個体
となるので、これ以下の剥片は含まれていない。微小サイズのものについては、貝層サンプル中検出
のものがその実態を示すものとして参考となる。およそ８００点弱が検出されている。なお、発掘調査
中に抽出されたものでは、上層遺構中からのものが現状で２００点ほどあるが、前述したとおりこれら
については整理作業が進行中であるため、その総数が把握できていないのでここでは扱わない。遺
物包含層中からは１，３１２点が出土している（第９３９図５４７～５５２）。すべての調査地区から出土している
が、このうちセ２８地区・０６４地区は７０８点・３２０点と、両者だけで総数の大半を占めている。石材とし
ては、黒曜石３８９点、チャート３６２点、頁岩１３１点、珪質頁岩７１点などとなっている。サイズ的には、
最小７・最大９１・平均２９．１㎜、重さは最小０．１・最大１５０．６・平均６．９ｇである。
ナイフ形石器等
　天神台遺跡の遺物包含層中出土石器のなかには、旧石器時代の遺物が散見される。これらは先述し
たように、縄文時代に一部に手が加えられ再利用されたものもあるが、そのままのかたちで出土した
ものも多い。天神台遺跡の調査においては、旧石器時代を対象とした発掘調査はおこなわれていない
が、これら石器の存在から考えて、この広大な台地上には旧石器時代の生活の痕跡が少なからずあっ
たものとみられる。遺物を包含するローム層が、縄文時代およびその後の時代の遺構によって掘り込
まれたことによって、旧石器時代の遺物が姿を現し、一部は縄文時代の人々により再加工され利用さ
れたものとみられる。
　ナイフ形石器や石刃などは、遺物包含層中から６点（第９５１図６４１～６４６）、上層遺構中から１０点（第
１００６図６１、第１００７図６６、第１０１０図１００～１０４、第１０２１図２９５、第１０２７図３３７・３３８）、総数１６点が出土して
いる。出土地点別では、０６４地区・セ７２地区・セ２８地区にみられる。石材としては、黒曜石・チャート・
珪質頁岩・玉随がみられる。
礫器
　自然礫を用いて一端に鋭い刃部を有するが、縦断面形を楔状に整形することなく、刃部の反対側の
端部には打撃痕あるいはそれに伴う剥離集中が見られるものを礫器とした。楔状石器としたものより
大型のものが多い。敲打痕のみで鋭い刃部のないものは後述する敲石に分類した。遺物包含層中から
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２点、上層遺構中から４点（第１０２４図３１８、第１０２６図３２４、第１０２８図３４８、第１０２９図３４９）、計６点出土
している。出土地点別では、セ２８地区・セ５４地区・ＳＷ８３地区にみられる。石材としては、珪質頁岩・
砂質頁岩・頁岩・砂岩が使われている。
打製刃器
　比較的扁平・縦長の自然礫の一端に刃部を作り出しているものを打製刃器とした。礫の自然面を多
く残す。遺物包含層中から２７点（第９３９図５５３・５５４、第９４０図５５５～５６５・第９４１図５６６～５７３・第９４２図
５７４～５７８）、上層遺構中から３点（第１０２６図３２５・３２６、第１０２９図３５０）、総数３０点が出土している。出
土地点別では、セ２８地区が２２点と大半を占める。石材としては、珪質頁岩・頁岩・安山岩・輝石安山岩・
多孔質輝石安山岩・ガラス質安山岩・緻密質安山岩・無斑晶質安山岩・菫青石ホルンフェルス・流紋
岩・デイサイト・砂岩・凝灰質砂岩と多様である。このうち、第９４２図５７８は一応一覧表中ではこの部
類に含めたが、「三叉状削器」と呼称したものである。無斑晶質安山岩の大型剥片の周囲を剥離加工
し整形、上端部はやや尖る形態となる。下端部は二股に分かれる部分で欠損するが、上端と同様の形
態になるとみると「三叉状」の器体となる。大型の横長タイプの石匙のような形態なのかもしれない。
打製石斧
　器体の周縁部や表裏面を剥離加工して全体を整形するものを打製石斧とし、前述の打製刃器と区別
した。遺物包含層中から３６点（第９４２図５７９・５８０、第９４３図５８１～５８８・第９４４図５８９～５９５・第９４５図５９６
～６０２・第９４６図６０３～６０９）、上層遺構中から１３点（第１００７図６７・第１０１０図１０５・第１０２６図３２７～３３１・第
１０２７図３３２～３３６・第１０２９図３５１）、総数４９点が出土している。地点別では、全地区から出土している
が、セ２８地区は２５点と半数を占める。形態的には、楕円・縦長のいわゆる「撥形」のものを主体とす
るが、第９４５図５９８、第１０２７図３３６のように「分銅形」のものも稀にみられる。石材は、頁岩・輝石安
山岩・菫青石ホルンフェルス・砂岩・黒雲母片岩・緑泥片岩・輝緑凝灰岩などがみられる。
磨製石斧
　遺物包含層中から３０点（第９４７図６１０～６１７・第９４８図６１８～６２５・第９４９図６２６～６３３・第９５０図６３４～
６３９）、上層遺構中から１点（第１００６図６２）、総数３１点が出土している。地点別では、セ２８地区が２２点
と大半を占める。形態的には、扁平な自然礫の自然面を極力残し、必要箇所を研磨して整形、刃部を
作り出すものが多い。また比較的小型のものが多い。第９５０図６３７・６３９のように、器体が細長で「ノ
ミ状」をしたものもみられる。石材は、輝石安山岩・輝緑岩・菫青石ホルンフェルス・砂岩・頁岩・
蛇紋岩・緑色岩・閃緑岩・ドレライトなどがみられる。
環状石斧
　遺物包含層中から１点出土した（第９５０図６４０）。セ２８地区のＩ９区から出土したものである。最大
長１０３・最大幅１０１・最大厚２２㎜・重さ２８０．８ｇを測る。石材は砂岩である。下面はほぼ平坦、上面は
緩やかな起伏をもち、中央約２０㎜の孔周囲が平坦面をなす。側面には稜線がみられる。
石錘
　遺物包含層中から３点出土している（第９５１図６４７～６４９）。６４７は、扁平な無斑晶質安山岩の円礫の
長軸両端に紐かけ用の抉りを施したもので、重さは１１９．９ｇある。６４９は、流紋岩の自然礫の短軸方向
に一周する溝を施したもので、重さは１１２．０ｇある。６４９は、扁平な輝石安山岩の円礫の側面に一周す
る溝を施したもので、重さは１８３．１ｇある。６４８と６４９は、通常の石錘の形態とは異なるのであるいは
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別用途のものかもしれないが、溝を紐かけ用の加工と推定しこの部類に含めた。
軽石製品
　遺物包含層中から８０点（第９５２図６５０～６６３、第９５３図６６４～６６７）が出土している。地点別では、セ２８
地区が３０点と最も多い。形態的には、穿孔したり溝を施したりした製品はなく、いわゆる「浮子」状
ではない。面取りなどの整形痕が残る程度のものであり、それが顕著に認められるものを図示した。
これら以外は、整形痕もはっきりしない資料で、あるいは海岸などに漂着した軽石を集落に持ち込
んだ状態のままかもしれない。サイズ的には、最小１３・最大９０・平均４２．４㎜、重さは最小０．５・最大
５４．５・平均１１．６ｇである。
磨石
　遺物包含層中から５００点（第９５３図６６８～６７１、第９５４図６７２～６８０・第９５５図６８１～６８８・第９５６図６８９～
６９６・第９５７図６９７～７０４・第９５８図７０５～７１２・第９５９図７１３～７２２・第９６０図７２３～７３２・第９６１図７３３～７４３・
第９６２図７４４～７５３・第９６３図７５４～７６３・第９６４図７６４～７７３・第９６５図７７４～７８２・第９６６図７８３～７９２・第９６７
図７９３～８００・第９６８図８０１～８０６）が出土している。セ７３地区を除くすべての調査地区から出土してい
るが、このうちセ２８地区・０９９地区は２４１点・１４４点と、両者だけで総数の大半を占めている。比較的
扁平な円礫が選ばれ、その表裏面の平らな部分に摩耗痕跡をもつものが最も多い。サイズ的には、最
小４７・最大１４３・平均８５．７㎜、重さは最小４１．３・最大８６５．２・平均３３０．６ｇである。石材としては、安
山岩・火山礫凝灰岩・輝石安山岩・凝灰岩・砂岩・石英斑岩・デイサイト・流紋岩・流紋岩質凝灰岩
などがみられる。
敲石
　遺物包含層中から２４９点（第９６８図８０７～８０９・第９６９図８１０～８１９・第９７０図８２０～８２９・第９７１図８３０～
８３９・第９７２図８４０～８５０・第９７３図８５１～８６２・第９７４図８６３～８７３・第９７５図８７４～８８３・第９７６図８８４～８９８・
第９７７図８９９～９０８・第９７８図９０９～９１８・第９７９図９１９～９２８）が出土している。すべての調査地区から出
土しているが、このうちセ２８地区は１３９点と、半数以上を占めている。磨石よりも比較的小型の礫が
選ばれ、その表裏面中央部付近に敲打痕を残すものが多い。比較的細長い礫の場合には、その上下端
部に敲打痕を残すものが多くみられる。敲打痕の程度は、単発で使用したわずかに使用痕が生じた程
度のものから、執拗に使用したため明瞭な敲打痕を残すものまで様々である。サイズ的には、最小
４４・最大１６７・平均８３．６㎜、重さは最小３３．２・最大８４８．９・平均２５７．０ｇである。石材としては、輝石
安山岩・砂岩・石英斑岩・デイサイト・流紋岩・流紋岩質凝灰岩などがみられる。
磨石・敲石
　磨石と敲石を兼用にした石器である。摩耗と敲打の痕跡が同一面上にみられるものが多いことか
ら、磨石としての機能を終えて敲石に転用したものとみることもできる。遺物包含層中から３３点（第
９８０図９２９～９３６・第９８１図９３７～９４４・第９８２図９４５～９５２、第９８３図９５３～９６０）が出土している。セ７３地区・
ＳＷ８３地区を除くすべての調査地区から出土しているが、このうちセ２８地区は２５点と大半を占める。
石材としては、砂岩・石英斑岩・輝石安山岩・流紋岩質凝灰岩などがみられる。
凹石
　比較的扁平な円礫の表裏面中央部に、窪み状の摩耗痕が認められるものを分類した。窪み痕の周囲
には、面的な摩耗痕がみられるものが多い。遺物包含層中から３５点（第９８３図９６１・９６２、第９８４図９６３
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～９７２・第９８５図９７３～９８０・第９８６図９８１～９９０、第９８７図９９１・９９２）が出土している。セ７３地区・セ５４地
区・ＳＷ８３地区を除くすべての調査地区から出土しているが、このうちセ２８地区は２３点と大半を占め
る。石材としては、輝石安山岩・多孔質輝石安山岩・スコリア質安山岩・砂岩などがみられる。
砥石
　比較的扁平な石材が面的あるいは部分的によく摩耗している製品を分類した。擦痕状の使用痕を残
すものもみられる。遺物包含層中から８６点（第９８７図９９３～９９６・第９８８図９９７～１００７・第９８９図１００８～
１０１５・第９９０図１０１６～１０２５）が出土している。セ７３地区を除くすべての調査地区から出土しているが、
このうちセ２８地区・０９９地区は３１点・３２点と、両者だけで総数の大半を占めている。石材としては、
砂岩・凝灰岩・流紋岩・輝石安山岩などがみられる。第９８７図９９６は、ＴＪ地区出土の最大長２９２㎜・
最大幅１２５㎜・最大厚５９㎜・重さ３，４６０ｇを測る砂岩製のものである。表面がほぼ平滑、裏面はやや丸
みを帯びる。
石皿
　遺物包含層中から１５９点（第９９１図１０２６～１０３３・第９９２図１０３４～１０３６・第９９３図１０３７～１０４３・第９９４図
１０４４～１０４７・第９９５図１０４８～１０５４・第９９６図１０５５～１０６４・第９９７図１０６５～１０７２・第９９８図１０７３～１０８０・第
９９９図１０８１～１０８８・第１０００図１０８９～１０９８・第１００１図１０９９～１１０５・第１００２図１１０６～１１１３）が出土してい
る。すべての調査区から出土しているが、このうちセ２８区は１０６点と、その大半を占めている。器体
の半分以下となった破片資料が多い。裏面や側面部に窪み痕をもつものがある（１０４３・１０５０・１０５３・
１１０１・１１０７・１１１１）。第９９２図１０３６は、ＴＪ地区出土の最大長３８８㎜・最大幅２７３㎜・最大厚９２㎜・重さ
１３，２２０ｇを測る輝石安山岩製のものである。
線刻礫
　セ２８地区から２点出土している（第１００３図１１２０・１１２１）。１１２０は砂岩製で最大長８９㎜・重さ２５１．４
ｇ、１１２１は緻密質安山岩製で最大長９７㎜・重さ３９７．４ｇを測る。いずれも表裏面および側面に斜方向
の細く浅い沈線状の彫り込みが認められる。方向は一定でなく交差も認められることから、石材の摂
理など自然なものではないと判断した。
石棒
　０６４地区から１点、ＳＷ８３区から１点の計２点が出土している（第１００３図１１１８・１１１９）。１１１８は最大
長１４６㎜を測る緑色片岩製、１１１９は最大長８０㎜を測る多孔質輝石安山岩製のものである。１１１８は、上
下端部に敲打痕、表裏面に窪み痕をもつことから、石棒破損後に別用途の石器に転用されたものとみ
られる。
玦状耳飾・垂飾
　玦状耳飾が４点、垂飾とみられるものが１点出土している（第１００３図１１１４～１１１７・第1027図３３９）。
１１１６は完形の玦状耳飾で、最大長１８㎜・最大幅２０㎜・最大厚６㎜・重さ２．９ｇを測る。石材は滑石で
ある。１１１４は残存部最大長３３㎜・最大厚３㎜・重さ４．５ｇを測る。上端部が欠損し、この部分に二箇
所の補修穿孔が施される。石材は蛇紋岩製である。１１１５は最大長４３㎜・最大厚１３㎜・重さ１４．５ｇを測
る。石材は滑石製である。１１１７は最大幅４３㎜・最大厚１１㎜を測る製品で、下端部が残っていれば全体
的に三角形状になることが予想され、その上端部中央に穿孔が一箇所施される。石材はスコリア質安
山岩で、垂飾には使用されないが、色彩的には赤褐色に近く比較的目につく色合いである。
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